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H31.４.15 

 

○環境経済戦略の推進について 

○農林水産業・商工・観光・特産振興等経済支援、地域活性化施

策の推進について 

○有害鳥獣対策の推進について 

○地域内幹線道路の整備促進について 

○都市計画マスタープランについて 

○公営住宅のあり方について 

○下水道事業計画及び地域水道ビジョンの推進について 
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午前９時２４分 委員会開会 

○委員長（西田  真） おはようございます。定刻

前ですけど、おそろいですので、ただいまから建設

経済委員会を開会したいと思います。 

 今週初めから一般質問で、いろいろと当局の皆さ

ん、また、議会の課長補佐あたりも答弁書の作成等

にご尽力いただきまして、本当にありがとうござい

ました。また、委員の皆さんも一般質問ご苦労さま

でございました。 

 きょうは建設経済委員会ということで、早朝より

お集まりいただきました。また、ことしの梅雨は本

当にまだ発表もしてありませんけど、調べますと、

今まで梅雨が発表されてない年は１回だけ、１９６

３年、昭和３８年に四国と近畿地方が梅雨入りを宣

言しておりません。そのときの降水量は四国も近畿

地方も例年の１００％前後ということで、特に少な

かったから梅雨がなかったということではなかっ

たみたいです。梅雨入り宣言はなかったですけど、

梅雨明け宣言はその年もしたということでありま

して、いつ梅雨入りしたかわからへんのに梅雨明け

宣言はしたみたいでございます。梅雨入りが未定で

梅雨明けはいつごろということの発表だったよう

でございます。 

 それでは、これから開会しますので、どうぞよろ

しくお願いします。着座で進めます。 

 本日の委員会の説明補助員として、都市整備部建

築住宅課長、谷垣秀人課長補佐の出席について申し

出があり、許可をいたしておりますので、ご了承願

います。 

 また、報告第４号、専決処分したものの承認を求

めることについて、報告第５号、平成３０年度豊岡

市繰越明許費繰越計算書について、第６０号議案、

平成３０年度豊岡市一般会計補正予算（第１号）に

つきましては、建設経済分科会として分担すること

となります。議事の進行は、委員会と分科会を適宜

切りかえて行いますので、ご協力をよろしくお願い

をいたします。 

 それでは、協議事項１番、付託案件の審査に入り

ます。付託分類表の順に審査をいたしたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

 当委員会は多くの付託案件を抱えておりますの

で、当局の説明については、議場で部長が説明した

ことの補足があれば補足していただいて、部長説明

と同様であれば部長説明のとおりということで、重

ねての説明は省略していただいて結構です。また、

提案説明の各条例等における条番号も議案に記載

されていますので、省略してください。なお、委員

の質問については、丁寧にお願いしたいと思います。 

 また、委員会での発言は、委員長の指名の後、発

言者名を名乗ってマイクを使用してから行ってい

ただきますようお願いしておきます。 

 それでは、委員の皆さん、当局の皆さん、質疑、

答弁に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて、

簡潔明瞭に行うなど、スムーズな議事進行に格別の

ご協力をお願いいたします。 

 まず、報告第６号、平成３０年度豊岡市水道事業

会計予算の繰越しについてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 水道課、岡田課長。 

○水道課長（岡田 光美） それでは、６２ページ

をごらんください。報告第６号、平成３０年度豊岡

市水道事業会計予算の繰越しについてご説明いた

します。 

 本件は、地方公営企業法の規定により予算の繰越

しをいたしましたので、ご報告するものでございま

す。 

 次ページ、６３ページをごらんください。表中中

ほどの翌年度繰越額の最下段をごらんください。７，

４６５万４，０００円を繰越すものでございます。 

 内容につきましては、本会議で部長が説明したと

おりでございます。 

 以上、ご審議賜りますようよろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑、意見はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 特にご異議がありませんの

で、報告第６号は、了承すべきことに決定いたしま
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した。 

 次に、報告第７号、平成３０年度豊岡市下水道事

業会計予算の繰越しについてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 下水道課、川﨑参事。 

○下水道課参事（川﨑  隆） ６４ページをごらん

ください。報告第７号、平成３０年度豊岡市下水道

事業会計予算の繰越しについてご説明いたします。 

 本件は、地方公営企業法の規定により予算の繰越

しをいたしましたので、ご報告するものでございま

す。 

 次のページをごらんください。予算繰越計算書で

ございます。翌年度繰越額は、合計欄でございます

が、７億７，２００万６，０００円です。詳細説明

につきましては、本会議で部長の説明のとおりでご

ざいます。 

 以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑、意見はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 特にご異議がありませんの

で、報告第７号は、了承すべきことに決定いたしま

した。 

 次に、報告第９号、平成３０年度豊岡市農業共済

事業特別会計予算に係る弾力条項の適用について

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 農業共済課、志水課長。 

○農業共済課長（志水 保之） ８６ページをごらん

ください。報告第９号、平成３０年度豊岡市農業共

済事業特別会計予算に係る弾力条項の適用につい

てご説明いたします。 

 本件は、平成３０年度農業共済事業特別会計予算

の畑作物共済勘定におきまして、平成３０年７月の

西日本豪雨や９月の台風接近に伴う大雨により大

豆共済加入者の圃場が冠水被害を受け、共済金の予

算額に不足を生じ、結果としてその支払いが困難と

なりましたので、地方公営企業法の規定による、い

わゆる弾力条項を適用し、その内容を報告するもの

です。 

 兵庫県農業共済連合会から、支出に相当する保険

金収入が本年度４月１５日に入金があり、平成３０

年度予算より対象農家への共済金を４月２５日に

支払っております。 

 具体的には、８９ページをごらんください。弾力

条項適用額は、収入は１７２万８，０００円、支出

は１９０万６，０００円でございます。不足額１７

万８，０００円は、３０年度事業勘定留保資金を充

てております。 

 説明は以上です。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑、意見はありませんか。 

○委員（伊藤  仁） よろしいですか。 

○委員長（西田  真） 伊藤委員、どうぞ。 

○委員（伊藤  仁） １点ほど。 

 農業共済は県で一本化されていると思うんです

けれども、今後、将来的に民間に委託とか、そうい

ったような考え方があるのかないのか、その点だけ。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○農業共済課長（志水 保之） 県で一本化を予定し

ておりますのは、来年度の４月からでございます。

事業につきましては、現在行っている共済事業はそ

のまま原則引き続くものと予定をしております。 

○委員（伊藤  仁） わかりました。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（伊藤  仁） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 特にご異議がありませんの

で、報告第９号は、了承すべきことに決定いたしま

した。 

 次に、報告第１０号、豊岡まちづくり株式会社第

２４期の決算及び第２５期の事業計画に関する書

類についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 環境経済課、柳沢課長。 

○環境経済課長（柳沢 和男） 追加議案書の１ペー

ジをごらんください。報告第１０号、豊岡まちづく
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り株式会社第２４期の決算及び第２５期の事業計

画に関する書類について、地方自治法の規定により

報告するものでございます。 

 ２ページから２０ページにかけまして説明資料

を添付しております。本報告は、本会議で部長が説

明しました内容のとおりでございます。以上でござ

います。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑、意見はありませんか。 

 伊藤委員、どうぞ。 

○委員（伊藤  仁） まちづくりですよね。学校給

食の配送についてなんですけれども、今期、黒を出

されまして、来期予定でも大変な黒予定です。５割

増ですか。ちょっと余りにももうけ過ぎじゃないん

でしょうか。 

 これはあれか、学校給食だったら無理か。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 学校給食事業、当該

年度にまた契約の更新をいたしまして、３年間にわ

たって請け負うということなんですけれども、一般

競争入札で入札が行われて落札をさせていただい

たということです。 

 状況としましては、今、シルバーの方を採用して、

各所に配送してるわけですが、事故などが生じた場

合の対応などが非常に手薄であるということもあ

って、そのあたりの全体の経営も含めて、予算の中

に組み込んでなされているというふうにお聞きを

しております。それ以上は入札で落ちた額というこ

とですので、この額で進めていただきたいというふ

うに思ってるところです。以上です。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（伊藤  仁） よろしいです。余りにもちょ

っと利益がその分だけ出過ぎますとね。それで利益

が出とるのに。入札は何者でされました。去年です

かいね、入札、応札がないということ、参加者がな

いということで２学期まで延びたように記憶して

るんですけれども、こんなに利益が出ることがわか

れば、応札といいましょうか、参加者も出てくるは

ずなんですけども。感想だけ、何かありましたら。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○環境経済部長（坂本 成彦） ことしの入札、実は、

落札をされた業者が別に、１回目はございました。

ところが、低価格で落札をされたんですけれども、

結局、辞退というふうなことになりまして、その額

では落ちたはいいけどなかなか難しいというふう

なことで辞退がありまして、再度、まち株が受託さ

せていただいたという経緯がございます。ちょっと

これは参考までですけども、お知らせをさせていた

だきます。 

○委員（伊藤  仁） 以上です。 

○委員長（西田  真） 奥村委員。 

○委員（奥村 忠俊） このかばん関係、非常に黒字

ということでよかったと思ったんですけども、豊岡

全体のかばん産業といいますのか、これは今の状況

というのはどういうふうに見たらいいんでしょう

か。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 一時期、非常に落ち

込みが厳しい時期がありましたけれども、その後、

回復を見せておりまして、最新の製造品出荷額でも

１００億をキープしているような状態ですので、今

のところは平行線といいますか、維持していただい

てるというふうに思っております。 

○委員長（西田  真） 奥村委員。 

○委員（奥村 忠俊） もともとかばんは工場でつく

るということもありますけれども、大体内職的にず

っとああいうところで、家の中でしてもらうという、

こういう形態は多くありまして、出石でも結構あっ

たんですけども、それもがさっと減った状態が今ず

っと続いてるように思うんですけどね。そうですね、

全体的にやっぱりそういう職人さんの関係、あるい

は内職だとかというとこら辺は、どうなんでしょう。

一時期落ち込んだときよりも回復しているような

状況で、非常に全体を見てるという、こういう判断

をすればいいのかどうか。ここについてお聞かせい

ただきたいと思います。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○環境経済部長（坂本 成彦） かつての縫い子さん
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による生産という頃からは、やはり時代も変わって

おりまして、工場等でラインで生産されるというふ

うにはなっていると思います。そういう大きい工場

だとか人員がある産地がもう日本でほかになくな

ってきてるということがあって、日本製のかばんは

豊岡に集中してきてるという、これは当地にとって

はありがたい現象が起きております。 

 そういう中で、需要がふえているもので、今度は

逆に、また人手が足りなくなってるというふうなこ

ともございまして、この辺はバランスを見ながら、

事業者のほうはやっぱり手が欲しいなという、今、

状況はあるように聞いております。以上です。 

○委員（奥村 忠俊） 順調にいってるでしょう。 

○環境経済部長（坂本 成彦） はい。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（奥村 忠俊） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

 田中委員、どうぞ。 

○委員（田中藤一郎） 豊岡の一つの産業の柱という

ことを言われてるんですけれども、人手不足という

のは非常によく聞こえてきます。それで、要は各企

業ごとにいろんな努力をされながら、中国やベトナ

ムやいろんな、日本でも研修をされたり暮らしたり

だとかいうふうな形してるんですけれども、市に対

して支援だとかサポートだとか、それにかかわるそ

ういう要望的なものはあるんでしょうか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 直接市に対して要望

をいただいてることは今のところはありません。 

 この決算書でもあるんですけども、カバンアルチ

ザンスクールが非常に機能いたしておりまして、毎

年１０数名の方が卒業されて、９割に近い方が地元

に就職をされてるということがあります。そちらの

ほうが今のところは機能しておりまして、議員おっ

しゃったような、直接市に対しての要望は今のとこ

ろはいただいてないという状況です。 

○委員長（西田  真） 田中委員、どうぞ。 

○委員（田中藤一郎） わかりました。 

 そのスクールのほうは地元の人が多いんでしょ

うか、それとも豊岡以外で来られて就職されるんで

しょうか。どんな感じでしょうか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○環境経済部長（坂本 成彦） もうほぼ市外からお

越しいただいて、いわゆるＩターンに近い形で、豊

岡市に数多くの方が残っていただいてるという状

況です。昨年度は１２名入られて、１０名はこちら

に残られて、２名の方だけ違う場所で仕事されてる

という状況です。 

○委員長（西田  真） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 今後ともやはり人手不足とい

う問題が非常に大きいかというふうに思いますし、

あと、事業承継の問題で、いいところはええんでし

ょうけども、規模が小さくてどうしようかなと迷わ

れてる人だとか、いろんな意味合いでかばん産業と

いうのが柱になりますので、細かい手当といいまし

ょうか、目配りはきっちりしていただければなとい

うように思います。意見です。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（田中藤一郎） はい。 

○委員長（西田  真） 石津委員、どうぞ。 

○委員（石津 一美） 一つだけ。外国人の方のそう

いうかばん産業とかのことについて、就労とか、あ

と、障害者の方たちの就労なんかはどうでしょうか。

今の、現在のところ。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 今のはかばんにかか

わったことではなくて。 

○委員（石津 一美） かばんのことを今お聞きした

んですけど、それ以外でもしありましたら。 

○環境経済部長（坂本 成彦） かばんのことで言い

ますと、ちょっと各社の実態までは把握いたしてお

りませんけれども、アルチザンスクールでいいます

と、ことし入学された方の中で１人、モンゴルから

お越しの方もいらっしゃって、そういう方もこれか

ら出てくるのかなというふうには感じております。

以上です。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（石津 一美） はい。 
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○委員長（西田  真） 福田副委員長、どうぞ。 

○委員（福田 嗣久） 一つだけ確認で、先ほどもか

ばんの製造品出荷額１００億をキープしてるとい

うことですけども、製造品の出荷ですから、豊岡で

製造された分の統計のとり方は何社に対してどん

なふうなのかというのをちょっと教えていただけ

たら。統計のとり方というんかね。出荷額ずっと聞

かせてもらっとるけんな。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 私の把握しておりま

すのは兵庫県の工業統計調査からでございまして、

これ、まだ２９年度の値は速報の数値でございます

けれども、４９かばんの事業者、事業所があって、

１０４億という、これは速報ですけれども、そうい

う数字をつかんでいるところです。 

○委員（福田 嗣久） ２９年度。 

○環境経済部長（坂本 成彦） ２９年度ですね。調

査データをもとに、ちょっと市のほうで独自集計を

した結果ですけれども、こういう数字をつかんでお

ります。以上です。 

○委員（福田 嗣久） はい、わかりました。 

○委員長（西田  真） よろしいですか。 

○委員（福田 嗣久） はい、結構です。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。よろ

しいですか。特にご異議ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 特にご異議がありませんの

で、報告第１０号は、了承すべきことに決定いたし

ました。 

 次に、報告第１１号、一般社団法人豊岡観光イノ

ベーション第３期の決算及び第４期の事業計画に

関する書類についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 大交流課、吉本参事。 

○大交流課参事（吉本  努） 追加議案書２１ペー

ジをごらんください。報告第１１号、一般社団法人

豊岡観光イノベーション第３期の決算及び第４期

の事業計画に関する書について、地方自治法の規定

によりまして報告するものでございます。本件につ

きましては、本会議において環境経済部参事のほう

からご説明申し上げたとおりでございます。説明は

以上でございます。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑、意見はありませんか。 

 田中委員、どうぞ。 

○委員（田中藤一郎） 外国人のインバウンド受け入

れで、ヨーロッパ、アメリカ、オーストラリアを中

心に、目標としては半分は来ていただきたいなとい

う数字がなかなか伸び悩んでて、やはり東南アジア

といいましょうか、そちらのほうが非常に伸びてき

ている。要因がもしわかるようでしたら教えてくだ

さい。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 今、伸びてますのは東

南アジア、特にタイが伸びておりましてタイにつき

ましては、もともとＴＴＩのほうにタイ語を話せる

職員を配置しておりますので、そういった昔からの

プロモーションの継続が今、数字としてあらわれて

きてるんだというふうに考えています。 

○委員長（西田  真） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） そういう意味合いでは、以前、

英語を中心としたスタイルというふうな部分をず

っと言われてたんですけれども、やはりいろんな

国々に合わせていけば、そういう可能性があるんで

したら、例えば、ほかのベトナムだとかシンガポー

ル、シンガポールのほうは英語かちょっとわからな

いですけれども、いろんな可能性のある言語の案内

等々の力の入れ方というのは考えられているのか

どうか教えてください。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） ご指摘のとおり、市と

しては２０２０年に１０万人泊を目指しておりま

して、これまでの伸びの鈍化でありますとかマーケ

ット別の傾向を見ていきますと、そのやっぱり達成

のためには、東アジア、それから東南アジアに対し

ての取り組みというのは必要ではないかというふ

うに考えておりまして、後ほどご審議いただきます

けども、繁体語に対する取り組みを今年度から始め
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ていきたいというふうに考えてございます。以上で

す。 

○委員（田中藤一郎） わかりました。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（田中藤一郎） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

○委員（嶋﨑 宏之） 一つよろしいですか。 

○委員長（西田  真） 嶋﨑委員、どうぞ。 

○委員（嶋﨑 宏之） 今のインバウンドの目標が今

年度で８万人、それから、この先が１０人というふ

うな、非常に大きな人数を上げられてるんですけど

も、昨年、関空のああいった災害で極端に減ったん

ですけれども、この辺の数字はクリアできるとお思

いでしょうか、特に１０万人に対して。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） まず、国の目標がある

中で設定させていただいてるんですけれども、国の

目標がなかなか厳しいという見通しがある中で、

我々としても苦戦は予測をしておりますけれども、

立てた目標ですので、達成に向けてやっていくとい

うことだというふうに考えてございます。 

○委員（嶋﨑 宏之） 頑張ってやってください。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

 石津委員。 

○委員（石津 一美） いいですか。 

○委員（奥村 忠俊） どうぞ。 

○委員（石津 一美） また一つだけ。今の外国人受

け入れについての、本市としての何か規定みたいな

のがあれば。本市としての外国人受け入れについて、

就労についてありますか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 外国人の労働力として

受け入れに関する市の基本というのは、考え方だと

か規定というのは持ち合わせてないので、ございま

せん。 

○委員（石津 一美） 今のところ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） はい、今のところ。 

○委員（石津 一美） はい、わかりました。 

○委員長（西田  真） 奥村委員、どうぞ。 

○委員（奥村 忠俊） 観光イノベーションの関係、

３年目で黒字いうことで非常によかったと思って

おるんですけども、当初、宿泊はしないけど立ち寄

りということで、コースとして豊岡を過ぎてるとい

う、それはどれぐらいを把握しとられますか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 以前から外国人の移動

データをＷｉ－Ｆｉのデータで取得をしておりま

して、そこからの推計ではございますけども、１時

間以上滞在されてる方というのが宿泊者のおよそ

５０％ぐらいだろうというふうに推計をしていま

す。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

 奥村委員、どうぞ。 

○委員（奥村 忠俊） 宿泊も大事なことなんですけ

ども、立ち寄ってもらうのも非常に大事なことでし

てね、これは近隣との関係いうんか協同というか、

そういうものも出てきてまして、それが豊岡全体に

いろいろ恩恵も与えてきてるということはあると

思うんですね。泊まるということが中心になってき

ておりますけども、寄ってもらうという、これにつ

いても一つ、ぜひ力を入れていただいて、それのほ

うが人数的にはもう全然違うわけですからいうふ

うに思っておりまして、その点、一つお願いしとき

たいと思うんですけど、どうでしょうか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 出石に立ち寄られて、

宮津でありますとか、天橋立だとか、伊根とかに行

かれてるような方もいらっしゃるというようなこ

とを把握をしておりますので、海の京都ＤＭＯと連

携でありますとか、宮津との連携によって、立ち寄

り客のインバウンドの取り込みについても力を入

れてまいりたいというふうに考えています。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

 ほかにありませんか。 

○委員（福田 嗣久） 一つよろしいか。 

○委員長（西田  真） 福田副委員長、どうぞ。 

○委員（福田 嗣久） 決算の損益計算書の本年度と

次年度のを見ておりますと、事業委託の委託料をふ
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やしていく、それから、市の単独補助を減らしてい

くというか、構図のようですけども、基本的な流れ

としてはどんなふうにお考えですか。 

 それともう一つ、ついでに言っとくけど、今年度

の決算と次年度のを見てますと、補助金を多少減ら

していく流れと、委託料２００万ほどふえてるんか。

最終の税引き前で利益がごそっと落ちるような予

定を立てておられて、その辺の理由というか、ちょ

っと教えてください。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 基本的な補助金といた

しましては、アドバイザーに対する補助金が出てお

りまして、それは少しずつ減らしていくというよう

な計画でございますし、事業の補助金というのも３

年間で減らしていくっていうような大きな方向性

ではございます。 

 ただ、一方で、本会議でも副市長が申し上げまし

たけども、プロパーの人材をどう確保して育成して

いくかということも大きな課題でして、そこは運営

補助金を減らしていくということとは別でまた議

論が必要だというふうに思っています。 

 一方で、委託料につきましては、ふやしていくと

いうような方針を持っているものではなくて、必要

な委託業務について、一つ一つ精査した結果として

ふえてしまっているというような状況でございま

す。 

○委員（福田 嗣久） もう一つ、さっきも言いまし

た……。 

○委員長（西田  真） 副委員長。 

○委員（福田 嗣久） 最終に、ぐっと当期利益落ち

るっちゅう想定は。次年度の分がえらい、３００万

台から１９０万ぐらい落ちてるな。あくまでも予定

ですけど。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 市からの補助金が減る

というところと、今年度、企業からの派遣をお一人

お断りをして、その分でプロパーの職員を１人雇っ

ておりますので、その差が出てきてるということで

ございます。 

○委員（福田 嗣久） わかりました。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

 どうぞ。 

○環境経済部参事（小林 辰美） 補足させていただ

きます。 

 事業３年目になりまして、法人税ですか、税金が

ふえると。今まで免除されていたものが、下から２

つ目ですね。法人税を支払う必要があるのでという

ことで、少しだけですけど、会計士さんからそのこ

とで追加をさせていただいとるとこです。 

○委員長（西田  真） 田中委員、どうぞ。 

○委員（田中藤一郎） 済みません、もう１点だけ。

インバウンド、来られる方の交通手段なんかの分析

がもしわかれば教えてください。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 豊岡観光イノベーショ

ンのほうでアンケート調査をとっておりまして、去

年１年間で約１，１００ぐらいのサンプルがござい

ます。今、詳しい数字は手元にありませんけれども、

その約９割がＪＲです。そのほかを高速バスであっ

たりツアーバスであったり、それからレンタカーと

いうような交通手段が見られます。以上でございま

す。 

○委員長（西田  真） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） ＪＲが９割ということですけ

れども、日本各地のインバウンド、いろいろそれな

りに聞いてみたり話をしていますと、やはりレンタ

カーが非常にふえてきてるっていうふうな部分で、

以前にもちょっとそういう質問をさせていただい

たんですけれども、やはり、ある意味ふやしていく

一つの大きな方法としては、レンタカーの取り組み

っていうような部分がかなり必要になってくると

思うんですけども、そのあたりの考え方はどうでし

ょうか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 先ほど申し上げたとお

り、香港、台湾を中心とした繁体語圏のプロモーシ

ョンを開始していく中で、やはりそういった方々と

いうのは、日本においてレンタカーでの移動という
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のが多いっていうような統計も出ておりますので、

当然、あわせて考えていきたいというふうに考えて

います。 

○委員長（西田  真） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 多分、間違いなく伸びていく

といいましょうか、その辺がもしかしたら手薄だっ

たので、その分が割合が少ないのかもしれないのか

なというふうにちょっと感じますので、油断のない

ようにしっかりと手を打っていただければなとい

うふうに思います。以上です。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 先ほど申し上げました

交通手段別のデータがございましたので、少し申し

上げたいと思います。 

 全体の９１％が鉄道でございます。６％が高速バ

ス、２％がレンタカーを含む車と、そういった割合

になってございます。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○環境経済部参事（小林 辰美） 先ほど説明しまし

た、法人税と申しましたが消費税の間違いでした。

申しわけありません。消費税が６３万円ふえてると

いうことでございます。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。よろ

しいか。 

○委員（田中藤一郎） はい。 

○委員長（西田  真） ご異議もありませんね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 特にご異議がありませんの

で、報告第１１号は、了承すべきことに決定いたし

ました。 

 次に、報告第１２号、専決処分したものの報告に

ついて、専決第７号、和解の申し立てについてを議

題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 建築住宅課、山本課長。 

○建築住宅課長（山本 正明） 本案につきましては、

本会議、部長説明のとおりでございますけども、本

案、入居者の同居をしていない子、この子による迷

惑行為ということで、相手方と協議の上、記載のと

おり、明け渡し期限、令和元年７月３１日としまし

て、令和元年６月７日に訴えの提起前の和解を簡易

裁判所に申し立てたというものでございます。 

 説明は以上でございます。よろしくご審議お願い

いたします。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑、意見はありませんか。 

 嶋﨑委員、どうぞ。 

○委員（嶋﨑 宏之） ちょっと１点だけ。この近隣

入居者の迷惑行為、具体的にはどういったことがあ

ると。差しさわりなければ。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○建築住宅課長（山本 正明） 市営住宅敷地内にお

きまして、入居者のお母さんになるんですけども、

そこに訪ねたときにという行為でございますけど

も、指定場所以外に駐車をするとか、自動車で参り

ますので騒音の発生、深夜、朝早くとか、いろいろ

パターンありますけども、排気音、音楽、ドアの頻

繁な開閉など。あと、自動車、住宅内走行時に側溝

ふたの上を走って、がたがたというか、そういうの

が指導等しながらもやまない。あと、ごみを周辺関

係に投棄、散乱しておるというような、こういった

案件で、指導等を行っていく中でも改善がされなか

ったという状況でございます。 

○委員（嶋﨑 宏之） 済みません、もう１点。 

○委員長（西田  真） 嶋﨑委員。 

○委員（嶋﨑 宏之） それで結局、繰り返しやって

たいうこと。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○建築住宅課長（山本 正明） 私ども苦情等を受け

る中で、指導、相手方そのものも、そして当人さん

なんかにも指導等をお願いしていく中で、再三お願

いをしておるんですけども改善されないというよ

うな状況がございまして、もうやむを得ず、こうい

う手だてになったというものでございます。 

○委員（嶋﨑 宏之） はい、わかりました。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（嶋﨑 宏之） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 異議もありませんね。（「は

い」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西田  真） 特にご異議がありませんの

で、報告第１２号、専決第７号は、了承すべきこと

に決定いたしました。 

 次に、報告第１３号、株式会社日高振興公社第２

５期の決算及び第２６期の事業計画に関する書類

についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 日高振興局地域振興課、中川参事。 

○日高振興局地域振興課参事（中川 光典） 追加議

案書３ページをごらんください。報告第１３号、株

式会社日高振興公社第２５期の決算及び第２６期

の事業計画に関する書類につきまして、地方自治法

の規定によりまして報告させていただくものです。 

 内容につきましては、議場で振興局長が説明させ

ていただいたとおりです。 

 以上です。よろしくお願いします。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑、意見はありませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） お土産等々を非常にうまく売

られてるっていうふうに思うんですけれども、以前

にも少しちょっとお話しさせてもらってたんです

けど、豊岡には地域団体商標をとった地元産の商品

等々があるんですけれども、以前ちょっとお話はし

たんですけど、要は地元でつくってないような商品

が売ってあったりだとか、表示的な問題等々もあっ

たりだとか、そういったものの改善等々はできてい

るのかどうか確認させてください。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○日高振興局長（小谷 士郎） 商標の関係につきま

しては、現在の道の駅でつくるという商標登録をさ

れておりません。しかしながら、旧日高の時代につ

くりました農林産物加工研修所、そこの指定管理を

受けとられまして、そこでつくったものを日高の特

産品として販売をされております。 

 議員おっしゃるとおり、ほかのところからのいろ

んなものを売っておられるというのは事実です。日

高でつくっておられる業者からも多く入れてほし

いというようなことがあるんですが、なかなか、ま

ず経営のことを少し先に考えられてるところがあ

りまして、何とか黒にしたいという思いがあって、

スケールメリットで購入しやすいところを中心的

に入れられてる事実もあります。 

 そういった中で、何とか日高のもの、あるいは豊

岡のものを使ってほしいというようなことでお願

いをしてるとこでございます。 

○委員長（西田  真） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 何でそういうことを言うかと

いえば、やっぱり豊岡の事業者の分が売れれば、そ

れだけ税金だとかいろんなメリット等々があると

思いますし、売り上げ等々を言われるのはよくわか

るんですけれども、やはりこういった、ある意味、

公共的な部分のところが先頭を切ってそういうこ

とをしていかないと、民間的な部分に対して、地元

で生産されてるような、つくられてるようなものが

外部から入ってきて、外部にお金を持っていかれて

っていうふうな部分を考えるに、その辺の対策って

いうのはやっぱり率先してやっていただかなけれ

ば、ほかにつながっていかないのかなと。確かに売

り上げいうのは大事なんですけれども、どちらが大

事なのか、あわせながら考えていただくっていうの

を考えられるのかどうか、もう一度、確認で。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○日高振興局長（小谷 士郎） 振興局側も、なるべ

く地域のものを使って商品をつくっていただきた

いということで商品開発もしていただいておりま

す。ただ、昨年につきましては、但馬牛肉そばとい

うのをつくっていただいたり、あるいは、地域でつ

くっておられる大根を中心に扱っていただいたり

というようなことも進めておられますし、さらに来

年には、そういったもので２品目ほど新開発をした

いというような意欲を持っておられますので、それ

を応援していきたいというふうに考えております。 

 それと、販売の考え方を、委託販売から、ある程

度、大体商品の３０％ぐらいは買ってしまって、そ
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れをセット販売で少しでも安く売るといった、客単

価のアップを狙った方向も考えておられまして、そ

のあたりを地域の業者の方と調整をされながら今

進められております。そういったことをもっともっ

と進めていきたいというふうに考えてます。 

○委員長（西田  真） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） よくよくわかりますんで、た

だ、その辺のところはしっかりと伝えて協議を、連

携をとりながら共通の認識でしていただきたいな

というふうに思います。 

○委員長（西田  真） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） ２点確認をさせていただきま

す。 

 １１ページですね、本当は確認です。損益計算書

のところですね。市事業委託料等というのがありま

す。 

 それと１７ページ、今度は予定損益計算書のとこ

ろなんですけども、委託料等というふうになってま

す。これ多分、同じ意味合いなんでしょうか。それ

とも、科目を変えてるっていうのは何か単純に委託

と受託ですか、それの違いだけということになるん

でしょうか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○日高振興局長（小谷 士郎） 私もちょっと確認不

足でしたが、内容的には同じものだというふうにお

考えいただきたいと思います。以上です。 

○委員長（西田  真） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） もう一つ。今の多分、市事業

委託だとか受託だというのは、平成３１年度の一般

会計予算の説明書の中で、神鍋温泉ゆとろぎ管理費

とか道の駅の神鍋高原管理費というので、合わせて

１，０００万円ほど出ております。この中の一部が

委託料のとか受託料の中に入っていってるのかど

うか、それだけお聞かせください。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○日高振興局長（小谷 士郎） 一部がこの金額にな

っております。内容的には道の駅に併設をしており

ます公衆トイレ、その管理に関するものがここに上

がっています。清掃の管理であったり、上下水道料、

電気代。清掃の管理については委託料としてお支払

いしまして、上下水、電気については子メーターを

つけておりますので、実績相当分を公社のほうにお

支払いをしてるという状況です。 

○委員（岡本 昭治） ありがとうございます。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（岡本 昭治） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

○委員（福田 嗣久） 一つだけ。 

○委員長（西田  真） 福田副委員長。 

○委員（福田 嗣久） 新年度分、積極的な予算組み

というんがされてますんで、大変頑張ってきておら

れるというふうに理解しておりますので、よろしく

お願いします。頑張っておられると思いますので。

それだけです。 

○委員長（西田  真） はい。 

○日高振興局長（小谷 士郎） 応援ありがとうござ

います。 

 平成３０年度は天候のせいにはできないんです

が、天候に大きく影響を受ける施設だというふうに

認識をしております。そういった中で、やはり目標

は高く、なおかつ、一般管理費は縮減の方向で考え

ておられますので、応援していきたいと思ってます。

以上です。 

○委員（福田 嗣久） よろしく、頑張ってください。 

○委員（嶋﨑 宏之） 一つよろしいか。 

○委員長（西田  真） 嶋﨑委員、どうぞ。 

○委員（嶋﨑 宏之） 本当にいろいろと売上高云々、

営業利益、ちょっと圧縮されてましたけども、やっ

ぱり最終的には純利益も圧縮はされてるけれども、

４００万近い利益出されてるということで、いろい

ろと工夫されてる状況がよくわかります。 

 その中でも１６ページの事業計画、第１期の。そ

こで、ちょっと中段のとこに書いてあります、初の

取り組みとして、兵庫県内の高校生がつくってるク

ッキーやサバの缶詰、栽培した花苗の販売等を行う

という。これはどういう働きかけをされて。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○日高振興局長（小谷 士郎） 兵庫県内には農業高
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校であったり水産高校だったりっていうとこがあ

りまして、実習で実際に販売できるようなものをつ

くっておられるという情報を振興公社のほうで気

づかれまして、学校に直接お話をしに行くと、一部

は売るけど捨ててしまうんだと。それだったら少し

でも安く仕入れて、ここで売るほうがいいんじゃな

いかなということで、今は３つの高校、豊岡市外で

すけど、３つの高校からこういったものを仕入れて

売る努力をされております。それによって、地域の

お母さん、お父さん方が来られてるという状況も聞

いております。以上です。 

○委員（嶋﨑 宏之） わかりました。新しい取り組

みですけど、頑張ってもらうように。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（嶋﨑 宏之） はい。 

○委員長（西田  真） ほかありませんか。特によ

ろしいですね。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 特にご異議ありませんので、報告第１３号は、了

承すべきことに決定いたしました。 

 次に、報告第１４号、株式会社シルク温泉やまび

こ第１５期の決算及び第１６期の事業計画に関す

る書類についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 但東振興局地域振興課、午菴参事。 

○但東振興局地域振興課参事（午菴 晴喜） 引き続

き、追加議案書の１９ページをごらんください。報

告第１４号、株式会社シルク温泉やまびこ第１５期

の決算及び第１６期の事業計画につきまして、地方

自治法の規定によりご説明させていただきます。 

 なお、詳細につきましては、昨日、本会議にて振

興局長が説明させていただいたとおりでございま

すので、省略をさせていただきます。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑、意見はありませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） さっきと同じように、売り上

げの中では宿泊等もあるんですけれども、販売の部

分は結構あるかと思うんですけれども、さっきと同

じ、同様な質問で、地元産等々のやつが多いのか、

外部の商品が、そういった部分はきっちりとお話が

できてるのかどうか、そのあたりいかがでしょうか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○但東振興局地域振興課参事（午菴 晴喜） 全ての

商品について振興局がかかわって商品選定等はし

ておりませんけれども、例えば、但東でつくってお

られるどぶろくであったりとか、地元の野菜であっ

たりとか、そういった但熊の卵につきましても朝食

の中で取り入れたりだとか、できる限りのものは地

元のものを使っていくということを優先をしなが

らも、先ほど日高からもありましたが、経営という

ものもありますので、その辺は現場に任せている部

分がございます。以上です。 

○委員長（西田  真） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 先ほども同じことなんですけ

ども、現場に任せて売り上げ上げていくいうのは、

よくよくわかるんですけれども、趣旨といいましょ

うか、この事業は、ある意味本当に、地元のやつも

どういうふうに広めていくのかどうかっていうふ

うな部分がありますので、お任せしてるんで知らん

顔というような今の言い方、聞こえてくるんで、や

っぱりその辺のところの意思疎通をしっかりやっ

ていただきたいんですけれども、そのあたりどうで

しょうか、改めて。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○但東振興局地域振興課参事（午菴 晴喜） 言い方

が少し足らなかったかわかりません。お任せという

ものの、やっぱり役員会等ではそういう話もさせて

いただきますし、きょうもこの昼から役員会がござ

いますので、こういったご意見を頂戴しましたとい

うことで、また反映できるようにさせていただきた

いと思います。以上です。 

○委員長（西田  真） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） よろしくお願いします。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（田中藤一郎） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

○委員（奥村 忠俊） 委員長、よろしいか。 
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○委員長（西田  真） 奥村委員、どうぞ。 

○委員（奥村 忠俊） 事業報告のところに書いてあ

るんですけども、名古屋からのバスツアーの誘致が

できたという、非常にすごいなと思っておりますけ

どね。これは宿泊を伴うようなツアーが入ってて、

どの程度が。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○但東振興局地域振興課参事（午菴 晴喜） まず、

宿泊を伴うかにつきましてはバスツアーで、日帰り

ではなくて宿泊を伴うお客様です。割合につきまし

ては、少し細かい数字持っておりませんので、後ほ

どお答えをさせていただければと思います。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（奥村 忠俊） 後でもよろしいです。 

○但東振興局地域振興課参事（午菴 晴喜） はい。 

○委員長（西田  真） 奥村委員、よろしいか。 

○委員（奥村 忠俊） よろしいです。 

○委員長（西田  真） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） 済みません。実績のほうの２

６ページ、２７ページの中で、まず、２６ページか

らいきます。損益計算書の中の営業外収益、雑収入

があります。５１６万５，４２７円ということで、

結構な数字が上がってるんですけども、これの内容

と、それと２７ページ、ずっと下のほうの、中段よ

り少し下の修繕費というのがあります。その中に１，

２００万円少しですね、強の数字が上がってますけ

ども、これはどういう内容の修繕費、金額的に２，

２００万円というと結構大きな数字になりますの

で、どういうことをされたのか、ちょっと確認をさ

せていただきます。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○但東振興局地域振興課参事（午菴 晴喜） まず、

雑収入のほうでございますけども、この雑収入５１

７万円の内訳のうち、約３８０万円は自動販売機の

売り上げもここに含めさせていただいております。

そのほかといたしましては、食堂のほう、外に出し

ておりますので、そういったものから入ってくる厨

房の使用料関係とかが２９０万円ということで、合

わせて５１７万円程度ということで計上をさせて

いただいております。 

 それから修繕費でございますけども、いろいろな

ものの積み重ねということにはなるんですけども、

ろ過器等の保守点検料ですとか、それからろ材の交

換とかっていうのもしておりましたんで、そういっ

たものも含めて入れております。修繕につきまして

は当然ながら、指定管理者と相談しながら市が持つ

べきとものとか分けてやっておりますが、こういっ

た修繕の関係が出るか出ないかがやっぱり最終的

な経営のところに少し影響が大きいなというふう

に思っております。以上でございます。 

○委員長（西田  真） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） もう１点、済みません。 

 ３１ページ、事業計画案とかあります。その下の

ほうの、下というか中段のところで、５ですね。そ

の他では、今年度より有給休暇取得の義務化に伴い

と書いてあります。確かに２０１９年４月から有給

休暇を５日以上与えなさいよというような規定が

法律的にできてると思うんですけども、多分、その

辺の取り組みじゃないかなと思いますのでね。これ、

当然、５日間どんと、一斉休暇って書いてありまし

たけどね。すると、売り上げの分が５日間どんと、

どこでやるかというのは多少違うんでしょうけど

も。落ちてくるなというのと、それと、ずっと中長

期的な計画の中でも、それを年１回じゃなくて２回

ぐらいしたいなというようなことも書かれてます

けども、その辺の兼ね合いというのはどう理解して

おられますか。 

○但東振興局地域振興課参事（午菴 晴喜） おっし

ゃるとおり、５日間丸々とると完全休業という形を

とることになります。やまびことはその方法につい

ても今検討はしております。交代でとっていくと、

やっぱり最終的に何か休みがとりにくいという部

分もありますし、施設もどこかは動いているという

ことになりますので、思い切って休んだほうが、そ

の期間の営業売り上げは落ちるんですけど、最終的

に従業員の方のモチベーションだとか、そういった

ことに、向上につながり、よりよい接客ができたり

というような効果も期待をしておりますので、方法



 13

につきまして、または回数につきましては、若干変

動するかもわかりませんが、今おっしゃったように、

休みをとらせていかないと従業員の方ももたない

というか、新しい方がなかなか来ていただけないと

いうようなことがありますので、対応していきたい

というふうに考えております。以上です。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） 済みません、関連して。やま

びこさんだけじゃないんですけど、企業全部が５日

間とりなさいよというふうになってる関係で、株式

会社日高振興公社さんについても同じような取り

組みが、もしくは有給休暇のとり方をどういうふう

にしようかという決定をされてるかどうか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○日高振興局長（小谷 士郎） 日高振興公社のほう

も、実は完全に休みの日というのは、温泉であった

り飲食の部分であったりというのを既にもう導入

をされまして、その分、若干売り上げが減ってるか

もしれません。ちょっと統計的な数字をいただいて

ないんですけど、だけど、それをすることによって

職員のモチベーションが大変上がってるというよ

うなこともあって実施をされてます。 

 なおかつ、３年間の経過を踏まえて、温泉の入浴

をされる時間のことも調べまして、平日でしたら１

時間ずらして始めてもいいんじゃないかなという

ようなことで少し試行されてるところもあります。

そういったふうに、職員の負担の軽減をはかったり

というようなことで進められております。以上です。 

○委員（岡本 昭治） ありがとうございます。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（岡本 昭治） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

 福田副委員長、どうぞ。 

○委員（福田 嗣久） やまびこ、シルク温泉も大変

頑張っていただいてるというふうに理解をしてお

ります。 

 その中でことし、今説明もございましたけれども、

働き方改革と、それから消費税の引き上げが１０月

ということになっておりまして、かなり大きな変革

があると思いますので、そのあたりのこと、今も聞

かせていただきましたけれども、大きな変革だと思

いますので、いろんな費用の増も考えられると思い

ます。その辺を含めてしっかりと、振興局側、日高

も但東もですけれども、当たっていただきたいと思

っておりますので、これはお願いをしときます。 

○委員長（西田  真） 答弁よろしいか。 

○委員（福田 嗣久） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

○委員（嶋﨑 宏之） ちょっと１点だけよろしいで

すか。 

○委員長（西田  真） 嶋﨑委員、どうぞ。 

○委員（嶋﨑 宏之） ことしの決算を見せていただ

きましても、非常にいい決算が出てると思うんです

けれども、これもみんな皆さんの営業努力のたまも

のだと思います。 

 そんな中で、２２ページの売上高の推移でちょっ

と気になるのが、シルク温泉やまびこの一番のメー

ンである温泉部門がちょっと年々と、ここ３年間見

ても約８，０００万円ぐらいから１割ぐらいダウン

した７，２００万円ぐらいに下がっていて、年々減

少傾向にある。確かに今の時代、温泉だけではなか

なか売りにはならないということがよくわかるん

ですけれども、この辺に関しては、何か対策とか考

えてらっしゃいますでしょうか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○但東振興局地域振興課参事（午菴 晴喜） ごらん

いただいたとおり、温泉部門につきまして売り上げ

は減少傾向にはありますが、若干ではございますけ

ども、１３期から４期の減少率と１４期から１５期

の減少率を見ると、少し改善ということにはなりま

すが、引き続きの減少傾向にありますというような

ことも２１ページには記載をさせていただいてた

りをしますが、温泉客獲得のために何をするんかと

いうことなんですけども、いろんな日帰り用の、地

元にはバスを出してみたりというようなこともや

ってみたりもしましたけど、やっぱりなかなか、ご

利用される機会が少ないのかなというのがありま
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すし、実際、どの方面から来られる方が多いかと、

やっぱり福知山の方が一番であったりというよう

なこともありましたりしましたので、そういったほ

うへ可能な限りの、またＰＲだとか宣伝とかいうの

も含めてやっていきたいなとありますし、今ちょっ

とはやりであったのがバーベキューをする。屋外の

キャンプなんかが世間的にもはやっている中で、バ

ーベキューをされるお客様が結構需要があるとい

うようなことで、バーベキューと温泉をセットにし

て販売をしていくというようなことで、５月のゴー

ルデンウイークには、それだけで何か５００人程度

のお客様が来られたというのもありますので、温泉

のみではなくて、温泉と何か足していけるようなこ

とでもあれば、また行きたいなというふうに思って

おります。以上でございます。 

○委員（嶋﨑 宏之） またいろいろと工夫して頑張

ってください。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（嶋﨑 宏之） はい、結構です。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。特に

よろしいですね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 特にご異議がありませんの

で、報告第１４号は、了承すべきことに決定いたし

ました。 

 次に、第４９号議案、土地の取得についてを議題

といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 大交流課、谷口課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 議案書の９４ページを

ごらんください。第４９号議案、土地の取得につい

てでございます。 

 本件は、但馬地域専門職大学誘致事業推進のため

に、必要な物件として土地を取得しようとするもの

でございます。 

 内容につきましては、本議会におきまして部参事

が説明したとおりでございます。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

○委員（伊藤  仁） よろしいか。 

○委員長（西田  真） 伊藤委員、どうぞ。 

○委員（伊藤  仁） さとうさんの契約の件で、い

っとき話題になっておりました収入印紙について

はどうなんですかね。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 収入印紙につきまして

は、さとう側が負担するということで合意いたして

ございます。 

○委員（伊藤  仁） よろしくお願いします。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

 ほかにありませんか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。第４９号議案は、原案のとお

り可決すべきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認めます。よ

って、第４９号議案については、原案のとおり可決

すべきものと決定いたしました。 

 次に、第５０号議案、物件購入契約の締結につい

てを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 建設課、井垣参事。 

○建設課参事（井垣 敬司） ９６ページをごらんく

ださい。第５０号議案、物件購入契約の締結につい

てです。 

 内容につきましては、本会議におきまして河本部

参事が説明したとおりですが、補足といたしまして、

入札の結果、株式会社小松製作所製のマルチプラウ

を装着した１１トン級除雪ドーザーの導入をお願

いするものです。説明は以上です。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認めます。よ

って、第５０号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

○委員（伊藤  仁） 委員長。 

○委員長（西田  真） 伊藤委員、どうぞ。 

○委員（伊藤  仁） 今さらなんですけれども、委

員長、よろしいですか。 

○委員長（西田  真） 伊藤委員、いいですよ。 

○委員（伊藤  仁） きょう、出石振興局長は欠席

されております。今からすぐに呼んでいただくわけ

にはいきませんか。ゆとろぎの件についてやりたい

んです。 

○委員長（西田  真） それは後からまたあれして。 

 振興局長は予定してないですね、当局、どうです

か。 

○委員（伊藤  仁） これは今、黒ということは来

てないということでしょう、この場には。 

○事務局主幹（小林 昌弘） 報告のときに来られま

す。この後、１１時ごろに。 

○委員（伊藤  仁） 段取りできてる。 

○委員（福田 嗣久） 用意しとりますので、よろし

く。 

○委員長（西田  真） よろしいですか。 

○委員（伊藤  仁） はい。 

○委員長（西田  真） それでは、もう一度、議案

だけ行かせていただきます。 

第５８号議案です。豊岡市農業共済条例の一部を

改正する条例制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 農業共済課、志水課長。 

○農業共済課長（志水 保之） １５９ページをごら

んください。第５８号議案、豊岡市農業共済条例の

一部を改正する条例制定についてご説明いたしま

す。 

 本案は、説明は本会議での部長説明のとおりです

が、内容につきまして、１６１ページの条例案要綱

をごらんください。 

 １の改正の内容ですが、園芸施設共済の加入資格

者の要件に係る特定園芸施設の設置面積の下限を

２アールから１平方メートルに引き下げることと

しております。これは、補償を希望する施設園芸農

業者が、所有または管理する園芸施設の設置面積の

規模にかかわらず加入できるようにするためです。 

 ２の附則は、（１）で、施行の日を公布の日と定

め、（２）では、この条例の適用に関して必要な措

置を設けております。説明は以上です。 

○委員長（西田  真） 当局の説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 奥村委員、どうぞ。 

○委員（奥村 忠俊） よくちょっとわからんのです

けどね、２アールから１平方メートル、１メーター

四方かな。これにかわるというのは何か特別の一つ

例を挙げて話を進めてほしいんですよ。どこも大体、

畑しとんさって、これぐらいはだれもしとんさると

思うんですけどね。そういうのがみんな対象になる

ということなのか、その辺がわかりにくいんで、ち

ょっと説明をお願いしたいと思います。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○農業共済課長（志水 保之） 農業保険法の一部を

改正する省令では下限面積は撤廃となっておりま

すが、下限面積を設定するということは必須である

という県からの見解がありまして、存在し得る一番

小さな面積、１平方メートルということに設定をし

たものです。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

 奥村委員、どうぞ。 

○委員（奥村 忠俊） 僕は詳しくないんでわかりに

くいんですけどね。１平方メートルがそれの対象に

なるいうことだったらいっぱい対象になる、そうい

うもんじゃないでしょうか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 
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○農業共済課長（志水 保之） １平方メートルとい

いますのは現実的には存在はしないとは思ってお

りますが、下限面積を設定しなさいという県の見解

があるものですから、ゼロ平米ですと存在しないこ

とになりますので１平方メートルとしたものです。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（奥村 忠俊） ようわからんね。 

○委員長（西田  真） 奥村委員、どうぞ。 

○委員（奥村 忠俊） そういう設定しなさいと、だ

からこれに設定、それは言われたように、ゼロでは

全然話にできないんですから。ただ、１平方メート

ルが、それが一番下の面積になれば、１平方メート

ルあれば、それでも加入できるというふうな解釈で

よろしいんか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○農業共済課長（志水 保之） １平方メートルとい

うのは、実際には私は存在しないと思ってるんです

けども、その中で農作物を肥培管理して農業経営を

されているということがもしあれば、加入できると

いうことになります。 

○委員（奥村 忠俊） そうですか。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（奥村 忠俊） はい、わかりました。 

○委員長（西田  真） よろしいですね。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） お諮りいたします。本案は、

原案のとおり可決すべきものと決定してご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認めます。よ

って、第５８号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 次に、第６３号議案、令和元年度豊岡市下水道事

業会計補正予算（第１号）についてを議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。 

 下水道課、石津課長。 

○下水道課長（石津  隆） ２３９ページをごらん

ください。第６３号議案、令和元年度豊岡市下水道

事業会計補正予算（第１号）についてご説明をいた

します。 

 今回の補正予算につきましては、市長総括説明及

び本会議において部長が説明したとおり、一般会計

繰出金の算出誤りの修正を行うものでございます。 

 ２４１ページの実施計画でご説明をいたします。

収入では、本年度の一般会計補助金１億５，０２７

万１，０００円を減額し、支出では、平成２８年か

ら３０年の３カ年分の算出誤り額１，５２６万１，

０００円を過年度損益修正損として一般会計へ返

還いたします。 

 委員の皆さんには、誤った数字で当初予算の審議

をお願いしたことを深くおわびいたします。申しわ

けございませんでした。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

○委員（福田 嗣久） いいですか。 

○委員長（西田  真） 福田副委員長、どうぞ。 

○委員（福田 嗣久） 本会議でちょっと言わせても

らわなあかんかなと思ってたんですけれども、大変

大きな数字間違いということで、まだ下水道の会計

も流動性はしっかりあるというふうに見ておりま

すし、当然、水道ももっとありましたんで、影響は

なかったんですけれども、例えば、豊岡病院組合の

ような逼迫した状況だと、本当にそういう間違いが

大きな影響を及ぼすということは間違いないと見

ておりますので、市長にも言うていただいたら結構

ですけれども、こんな大きな間違いがないようにと

いうことだけはしっかりと腹に据えていただきた

いと思います。 

 本当に大きな１億５，０００万円と１，５００万

円でしたんで、事があったら大騒動という数字です

んでね、１００万円とか５０万円と違うでな。しっ

かりとした数字が出てるんで安心はしております

けれども、１億５，０００万円減らしてもそこそこ

の予定貸借は出ておりますんでね、ということだけ

申し上げておきます。 
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○委員長（西田  真） 答弁よろしいか。 

 どうぞ。 

○上下水道部長（米田 眞一） 福田議員おっしゃっ

ていただいたとおり、水道や下水道会計のほうにつ

いてはそれほど大きな影響にはないんですけども、

１億５，０００万円といいますと、一般会計のほう

に大変大きな影響を与えたと我々は思っておりま

す。大変ご迷惑をおかけしたなと思ってますし、先

ほど申しましたように、議会の皆様に間違えた予算

で３月議会を通していただいたということを本当

に重く受けとめております。再発防止策に努めたい

と思います。申しわけありませんでした。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。よろ

しいか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） お諮りいたします。本案は、

原案のとおり可決すべきものと決定してご異議は

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認めます。よ

って、第６３号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 ここで暫時休憩します。再開は１０時４５分。 

午前１０時３５分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１０時４５分 委員会再開 

○委員長（西田  真） それでは、ここで委員会を

再開いたします。 

 ここで委員会を暫時休憩いたします。 

   午前１０時４５分 委員会休憩 

──────────────────── 

   午前１０時４５分 分科会開会 

○分科会長（西田  真） ただいまより建設経済分

科会を開会いたします。 

 報告第４号、専決処分したものの承認を求めるこ

とについて、専決第６号、平成３０年度豊岡市一般

会計補正予算（第１３号）を議題といたします。 

 報告第４号、専決第６号中、当分科会に審査を分

担されましたのは、所管事項に係る歳入歳出予算補

正及び地方債負担についてであります。 

 当局の説明は、歳出、続いて所管に係る歳入、債

務負担行為補正、最後に地方債補正の順でお願いい

たします。 

それでは、まず歳出について、各部、課ごとに順次

説明をお願いします。 

 どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 議案書１８３ページ、

１８４ページをごらんください。（発言する者あ

り） 

 ごめんなさい、３７ページ、３８ページでござい

ます。済みません。７、商工費、観光費でございま

す。こちらにつきましては、５０万円の減額ですけ

れども、竹野オープンウオータースイミングの悪天

候による中止に伴う財源更正に伴うものでござい

ます。以上でございます。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○農林水産課長（石田 敦史） それでは、同じく３

７、３８ページのほうの最上段の枠内の目２、林業

振興費では、林道田ノ口栃本線の補修工事の工事費

確定に伴いまして、９０万円の減額の地方債と９０

万円増額の一般財源との相殺による財源更正のほ

うを行っております。 

 続いて、４３ページ、４４ページのほうをごらん

ください。最上段の枠内の目１、農林水産業施設災

害復旧費では、平成３０年災の農地農業用施設災害

の補助災害復旧事業と単独災害復旧事業及び林業

用施設災害復旧の単独災害復旧事業の執行見込み

に伴います１２０万円の減額の地方債と１２０万

円の増額の一般財源との相殺による財源更正を行

っています。以上です。 

○分科会長（西田  真） はい。 

○建設課参事（井垣 敬司） ３７ページ、３８ペー

ジをごらんください。道路橋梁費です。 

 上から３つ目、一番下の表をごらんください。２

の道路維持費、大規模舗装修繕の事業費確定に伴い
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ます地方債の減額でございます。 

 ３です。道路新設改良費、これにつきましても、

栃本太田線と加陽池端線の改良工事の事業費確定

に伴います地方債の減額でございます。 

 ４、雪害対策費です。こちらについても、消雪装

置の整備、城崎の湯島地内、但東の中山地内になる

んですが、こちらの事業費確定に伴う地方債の減額

です。 

 ５、橋梁維持費です。橋梁の長寿命化事業の業務

及び工事費の事業費が確定したことに伴います地

方債の減額でございます。 

 ６、橋梁新設改良費です。こちらにつきましても、

栃江橋と出石の上野橋の事業費確定に伴います地

方債の減額でございます。 

 続きまして、４３ページ、４４ページをごらんく

ださい。上から２つ目の表をごらんください。公共

土木施設災害復旧費です。これにつきましては、小

災害特例債が当初、協議といいますか、申請をしか

けておったんですけども、対象とならなかったとい

うことが判明いたしまして、地方債をマイナス５３

０万円の減額をお願いするものです。以上です。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○都市整備課長（冨森 靖彦） 議案書３５ページ、

３６ページをごらんください。一番上の款、総務費

の目、公共交通対策費です。これにつきましては、

イナカーの委託事業費等の確定のため、地方債限度

額補正に伴います財源更正を行っております。 

 引き続きまして、議案書３９ページ、４０ページ

をごらんください。一番上の表です。款８土木費、

目１都市計画総務費。これにつきましては、地方債

の限度額更正に伴います財源補正を行っておりま

す。同じく、目の土地区画整理費、これにつきまし

ては、稲葉川の区画整理事業費の額確定に伴います

地方債の限度額補正に伴う財源更正となっており

ます。以上です。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○農林水産課長（石田 敦史） 歳入のほうを説明さ

せていただいていいですか。 

○分科会長（西田  真） いいですよ、どうぞ。 

○農林水産課長（石田 敦史） それでは、議案書の

３１ページ、３２ページのほうをごらんください。

市債の上から２つ目の枠内、農林水産業債の林道整

備事業債の９０万円の減額は、先ほど歳出のほうで

説明しました林道田ノ口栃本線の補修工事の工事

費確定に伴うものです。 

 表の一番最下段ですが、農林水産業施設災害復旧

債の補助災害復旧事業債では、平成２９年災の災害

の精算と、平成３０年災害の農地農業用施設の執行

見込みに伴います９０万円の減額と、単独災害復旧

事業債では、平成３０年災害の執行見込みに伴いま

す農地農業用施設の２０万円の減額と林業用施設

９０万円の減額です。以上です。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○建設課参事（井垣 敬司） 同じく３１ページ、３

２ページをごらんください。上から４段目になりま

す。８、土木債でございます。道路橋梁債ですが、

道路整備事業債のマイナス２６０万円と橋梁整備

事業債のマイナス５００万円、さらには、消雪装置

整備事業債のマイナス７０万円の、先ほど歳出の際

に説明したとおりの減額をお願いするものです。 

 さらに１ページめくっていただいて、３３、３４

ページをごらんください。災害復旧債のうち公共土

木施設災害復旧債です。こちらも先ほど申しました

ように、適債事業ではなくなったことに伴いまして、

マイナス５３０万円をお願いするものです。以上で

す。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○都市整備課長（冨森 靖彦） 議案書３１ページ、

３２ページをごらんください。款２１市債です。目

につきましては２の総務費、右側の３２ページ、区

分の総務管理費のうちバス交通対策事業債、これを

１０万円減額補正をしております。これは先ほど言

いました、イナカーの事業費の確定に伴うものです。 

 続きまして、３１ページの４つ目の８、土木債に

つきましてです。右側、３２ページの節の区分５、

都市計画債です。これにつきましては土地区画整理

事業債ということで、稲葉川の区画整理事業の事業

費確定に伴います減額補正ということで２０万円
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の減額としております。以上です。 

○分科会長（西田  真） 歳入終わりました。 

 続いて、債務負担行為補正について説明願います。 

 どこもないですか。 

 次に、地方債補正、お願いします。 

 どうぞ。 

○農林水産課長（石田 敦史） それでは、議案書の

１９ページのほうをごらんください。変更欄の７行

目、林道整備事業債の田ノ口栃本線は、工事費の確

定に伴います現行の３３０万円から９０万円を減

額して２４０万円に地方債を減額しようとするも

のです。 

 続いて、２０ページのほうをごらんください。最

下段から６つ上の段に向けてですが、農林水産業施

設の補助災害の農地農業用施設につきましては、平

成２９年災害の精算と平成３０年災害の執行見込

みにより、現行の１，６４０万円から９０万円を減

額し、１，５５０万円に補正しようとするものです。 

 次の、農林水産業施設の単独災害の農地農業用施

設につきましては、平成３０年災害の執行見込みに

より現行の１，８３０万円から２０万円を減額し、

１，８１０万円に、また、単独災害の林業用施設に

つきましても、平成３０年災害の執行見込みにより

現行の１，３００万円から９０万円を減額し、１，

２１０万円に補正しようとするものです。以上です。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○建設課参事（井垣 敬司） １９ページをお開きく

ださい。 

 地方債の補正につきまして、まずは廃止でござい

ます。上の表をごらんください。公共土木施設、単

独災害復旧事業債です。先ほど申し上げましたとお

り、５３０万円を廃止をお願いするものです。 

 続きまして、変更でございます。下の表の中ほど

から下、道路整備事業債でございます。栃本太田線、

大規模舗装修繕事業、加陽池端線の整備につきまし

て９，３８０万円の補正をお願いするものです。 

 続きまして、橋梁整備事業債です。こちらにつき

ましては、上野橋の整備と橋梁の長寿命化事業でご

ざいます。補正前３億２，７１０万円を３億２，２

１０万円への補正をお願いするものです。 

 最後になります。消雪装置整備事業債でございま

す。補正前１，６００万円を補正後１，５３０万円

への変更をお願いするものです。以上です。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○都市整備課長（冨森 靖彦） １９ページをごらん

ください。地方債の補正です。変更の表をごらんく

ださい。 

 一番上のバス交通対策事業費です。補正前１，１

９０万円から補正後１，１８０万円、１０万円減額

補正をするものです。 

 その同じ表の一番下をごらんください。土地区画

整理事業費です。補正前５，３５０万円から２０万

円減額して、５，３３０万円補正をするものです。

以上です。 

○分科会長（西田  真） 終わりましたね。（「終

わりました」と呼ぶ者あり） 

 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。よろしいか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 特にご異議がありませんので、報告第４号は、承

認すべきことに決定いたしました。 

 次に、報告第５号、平成３０年度豊岡市繰越明許

費繰越計算書についてを議題といたします。 

 報告第５号中、当分科会に審査を分担されました

のは、所管事項に係る部分についてであります。 

 当局の説明を求めます。 

 都市整備部、冨森課長。 

○都市整備課長（冨森 靖彦） 議案書５７ページを

ごらんください。報告第５号、平成３０年度豊岡市

繰越明許費繰越計算書についてです。地方自治法施

行令の規定に基づき報告するものです。 

 ５８ページをごらんください。繰越明許費につき

ましては、平成３０年度の１２月及び３月議会にお

きまして繰越明許の議決をいただいているもので、

繰越額が確定いたしましたので、今回、報告するも

のです。 

 当委員会の所管につきましては、款２総務費、款
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６農林水産業費、款８土木費、款１１災害復旧費に

記載してる２４事業でございます。説明は以上です。 

○分科会長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 伊藤委員、どうぞ。 

○委員（伊藤  仁） 災害復旧なんですけれども、

水路とか農地なんか、田植えには影響なかったのか、

間に合ったのか、管理をしてるのか、そのあたりを

お聞かせください。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○農林水産課参事（川端 啓介） まず、３０年災に

つきましては、箇所数というか、査定を受けた件数

は補助災で１８件、小災害で２４件となっておりま

す。発注に関しましては全て終了しておりまして、

補助災で４件、小災害で５件、既に完了しておりま

す。主に水路でありますとか農道でありますとか、

そういう施設の復旧について優先をしておりまし

て、中にはかなり大きな被災を受けている箇所もあ

りまして、数にしては少ないですけれども、作付に

影響のあるところも二、三カ所ございます。そうい

ったところにつきましては、区長さん、農会長さん

等、地元の関係者へ説明をさせていただいた上でご

理解を得まして、早期の復旧を目指しておるところ

でございます。以上です。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

○委員（伊藤  仁） よろしいです。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。よ

ろしいですね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 特に問題ないですか。よろしいですね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） 特にご異議がありません

ので、報告第５号は、了承すべきことに決定いたし

ました。 

 次に、第６０号議案、令和元年度豊岡市一般会計

補正予算（第１号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 なお、説明は、歳出、続いて所管に係る歳入、地

方債補正の順でお願いします。 

 それでは、まず、歳出について、各部、課ごとに

順次説明願います。 

 どうぞ。 

○環境経済課長（柳沢 和男） それでは、議案書の

１８３ページ、１８４ページをごらんください。企

画費でございます。上から、１、２、３、４、５段

目でございます。１９、負担金補助及び交付金とい

うことで、定住推進事業費を２００万増額というこ

とで計上させていただいております。こちらにつき

ましては、東京圏からの移住支援事業費ということ

で、補助金を交付するということでございます。国

のほうで東京一極集中の是正及び地方の担い手不

足対策として用意をされたメニューでございます。 

 こちらにつきましては、県とともにこの事業を展

開するということで、東京２３区の居住者、あるい

は、そこへ通勤されてる方が豊岡市に移住をして就

職をする、あるいは起業、業を起こすでございます

けれども、された場合に移住支援金として交付する

というものでございます。世帯で移住された場合は

１００万円、単身の方は５０万円という定額でござ

います。世帯が２世帯あるだろうということで２０

０万円の計上をしております。なお、財源につきま

しては、国が２分の１、県が４分の１、市が４分の

１を負担するという仕組みでございます。以上でご

ざいます。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 同じく１８３ページ、

１８４ページをごらんください。３４、地方創生交

付金事業のうち海外戦略推進事業費として２９５

万円計上させていただいてございます。 

 これにつきましては、台湾を中心とした繁体語圏、

東アジアへの新たな取り組みとしての費用を計上

いたしてございます。ウエブ広告運用業務というこ

とで、これまで英語によるウエブ広告配信をし、ビ

ジット・キノサキへの誘導に努めてまいりましたけ

れども、これに加え、繁体語によるウエブ広告の運

用、それから台湾メディアの掲載業務につきまして

は、台湾のインフルエンサーを招聘をし、メディア
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への掲載を図ろうという事業。それから、繁体語版

のＳＮＳ運用業務といたしましては、具体的にはフ

ェイスブックページを想定をしておりますけれど

も、繁体語によるフェイスブックページを開設をし、

運用をしてまいりたいというふうに考えてござい

ます。 

 続きまして、１８７ページ、１８８ページをごら

んください。中段の商工費でございます。観光費の

うち観光事業費として、来訪者意識調査業務という

予算を計上させていただいてございます。 

 これにつきましては、昨年度策定をいたしました

大交流ビジョン実現のための観光振興財源のあり

方を検討する上で、本市を実際に訪れてる観光客の

金銭的、経済的負担の意識を調査をしたいというふ

うに考えてございます。以上でございます。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○農林水産課参事（川端 啓介） 同じく１８７ペー

ジ、１８８ページをごらんください。一番上段の５、

農地費でございます。農業用施設管理費としまして、

日高町の蓼川堰の井堰直下流の右岸側の護岸及び

その下側の護床の改修を図る調査設計として、委託

料として１，０００万円の補正をお願いするもので

す。 

 これにつきましては、平成２９年、平成３０年度

のたび重なる豪雨によりまして、右岸側の護岸及び

井堰直下流の護床が破損しましたことから、早急に

改修をする必要があり、昨年度より県とも協議を重

ねまして、優位な補助事業がないか調整をしておっ

たところでございます。今年度に入りまして優位な

補助事業の見込みも調整がほぼ整いましたので、そ

の補助事業の採択を目指すための調査設計の補正

計上をお願いするものでございます。 

 なお、次年度以降、採択になりましたら、県が事

業主体となって詳細設計、工事を進める予定として

おります。以上でございます。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 資料は１８３、

１８４ページをお開きください。中段下、目１０、

コウノトリ野生復帰推進事業費です。費用弁償１２

万９，０００円と普通旅費１３万５，０００円を合

わせました２６万４，０００円ですけども、９月に

韓国禮山郡で開催されますコウノトリ野生復帰に

関するセミナーに中貝市長が招聘されたことを受

けまして、通訳及び随行職員各１名の旅費を計上す

るものでございます。 

 次に、業務委託料２２万円ですが、１０月１日か

ら約半年間、国立台湾大学農業ミュージアムで開催

されます環境配慮型農業と食育に関する企画展に

出展するのにあわせまして、市の観光情報でありま

すとかコウノトリ野生復帰、コウノトリ育む農法の

歴史、市民の取り組みなどをウエブサイトで紹介す

るために、繁体字のウエブサイトを開設する費用と

なっております。説明は以上です。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○建設課参事（井垣 敬司） １８７ページと１８８

ページをお開きください。一番下の表でございます。 

 土木費、道路橋梁費の目２番、道路維持費でござ

います。工事請負費のうち道路維持事業費の補修工

事費ですが、国からの補助金内示がございまして、

正法寺岩井線の擁壁補修事業が今年度、断念をせざ

るを得なくなったというふうなことで、マイナス１，

０５０万円の減でございます。 

 目の４番、雪害対策費です。こちらにつきまして

も、雪害対策事業費の除雪本体と除雪ドーザーの購

入につきまして、国からの補助金内示による減額を

お願いし、１，０２７万１，０００円をお願いする

ということです。 

 ３つ目、５番、橋梁維持費となります。こちらに

つきましても工事請負費でございまして、橋梁長寿

命化事業費の国からの補助金内示によりまして１，

５００万円の減額をお願いするものです。 

 続きまして、１９３、１９４ページをごらんくだ

さい。一番下の表でございます。災害復旧費の公共

土木施設災害復旧費、目の公共土木施設災害復旧費

です。こちらにつきましては、２９年災の但東町の

２件につきまして打ち切り精算をいたしまして、今

年度、予備費で対応いたしました工事に対します国

庫補助金と起債について財源補正をお願いするも
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のです。以上です。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○都市整備課長（冨森 靖彦） 議案書の１８３ペー

ジ、１８４ページをごらんください。款２総務費、

項１総務管理費の目８、ちょうど真ん中の表の部分

です。公共交通対策費です。これにつきましては、

市長総括説明、あるいはまた、一般質問等で部長の

答弁でもありましたように、竹野地域でバス交通対

策として実証運行を行い、それに伴います費用を補

正予算として計上させていただいております。 

 １８４ページに詳細な内訳を示しております。全

体補正額１，０７５万７，０００円で、詳細は竹野

地区新交通モード検討会議という会議を開催して

進めていきますので、その運営費、また、バス停留

所の資材等、それからＰＲ用ということで、竹野新

交通モードのＰＲチラシを作成、配布いたします。

また、車両につきましても料金箱等の改修等を行い

たいと考えております。 

 委託料といたしましては、実際に、この７月から

８月にかけまして、それからまた、冬季につきまし

ても実証運行を予定しておりますので、その業務委

託料、それから実証運行時の実態調査等も行いたい

と考えておりますので、その委託費用も計上させて

いただいております。 

 また、ドライバーにつきましては、地域ドライバ

ーの方を募集をして、事業者、自治体、それから地

域ということで、三位一体となって取り組んでいく

ことを検討しておりますので、地域ドライバーの方

の大臣認定講習の費用だとか、中型２種免許の取得

費用等についても市のほうで負担を考えておりま

す。説明は以上です。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○下水道課長（石津  隆） 議案書の１８９ページ、

１９０ページをごらんください。上段の表になりま

す。土木費、都市計画費、６の下水道費の説明欄に

なります。下水道事業会計負担金につきましては１

億５，０２７万１，０００円を減額修正し、２７億

９，１６２万１，０００円に改めるものでございま

す。先ほど下水道会計補正予算で説明した部分にな

ります。以上でございます。 

○分科会長（西田  真） 次に、歳入について。 

 どうぞ。 

○環境経済課長（柳沢 和男） それでは、議案書の

１７７ページ、１７８ページをごらんください。一

番下の囲みでございます。県支出金の中の一番上、

総務管理費補助金でございます。移住支援事業費補

助金ということで１５０万円の計上でございます。

こちらは歳出で説明しました東京圏からの移住支

援の事業に対するものでございます。国の負担、県

の負担の分としまして、事業費２００万円のうちの

４分の３が入ってくるというふうなことでござい

ます。以上でございます。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 同じく１７７ページ、

１７８ページの中段、国庫支出金のうち２０の地方

創生交付金の１４７万５，０００円でございますけ

れども、こちらも、先ほど歳出のほうで説明させて

いただきました海外戦略推進事業費のうちの交付

金でございます。以上です。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○農林水産課参事（川端 啓介） 同じく１７７ペー

ジ、１７８ページの最下段の表、真ん中の５、農林

水産業費県補助金でございます。第１節、農業費補

助金の農業水路等長寿命化・防災減災事業費１，０

００万円の増額は、先ほど歳出で説明しましたとお

り、蓼川堰の右岸側、護岸及び護床の改修の調査設

計に係る県補助金でございます。なお、補助率は１

０分の１０でございます。以上です。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○建設課参事（井垣 敬司） １７７ページ、１７８

ページをお開きください。一番上の表をごらんくだ

さい。款１５国庫支出金、項１国庫負担金の下の列

をごらんください。目の１０災害復旧費国庫負担金

です。これにつきましては、先ほど申し上げました

が、公共土木施設災害復旧費負担金６８７万２，０

００円と、さらには２９年債の３年目でございまし

て、精算額をいただくということで１，９９２万３，

０００円というふうなことで、合わせて２，６７９
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万５，０００円の増をお願いするものです。 

 次、２番目の表をごらんください。２行目になり

ます。目の６土木費国庫補助金になります。節につ

きましては、１道路橋梁費補助金でございまして、

内訳につきましては、社会資本整備総合交付金２，

７０６万５，０００円と防災・安全交付金１，３９

１万３，０００円を合わせまして４，０９６万８，

０００円の減額をお願いするものです。 

 失礼しました。先ほど社会資本整備総合交付金の

ところで、２，７０６万５，０００円と申し上げま

したけども、２，７０５万５，０００円に訂正をさ

せてください。以上です。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○都市整備課長（冨森 靖彦） 議案書の１８１ペー

ジ、１８２ページをごらんください。それぞれ一番

上の表になります。款２１雑収入のうち、目６の雑

入になります。内訳につきまして、先ほど歳出で説

明しましたバス交通対策事業費１，０７５万７，０

００円のうち、一般財団法人トヨタ・モビリティ基

金活動助成金として１，０７２万円の歳入を予定を

しております。以上です。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○下水道課長（石津  隆） 同じく１８１ページ、

１８２ページの雑収入、雑入、目６の雑入の説明欄

になります。下水道事業会計負担金返納金１，５２

６万１，０００円につきましては、３カ年分の算出

誤り額を返納するものでございます。以上でござい

ます。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○建設課参事（井垣 敬司） 申しわけありません。

先ほど漏らしておりまして、１８１ページ、１８２

ページをごらんください。款の２２市債です。目の

８土木債でございますが、節の２道路橋りょう債の

うち、道路整備事業債と橋りょう整備事業債と除雪

機械整備事業債、合わせまして６７０万円の減額を

お願いするものです。 

 続きまして、表の３列目です。目の１１災害復旧

事業債でございます。これにつきましては、補助災

害復旧事業債を１，２００万円増額をお願いするも

のでございます。以上です。 

○分科会長（西田  真） 続いて、地方債補正。 

 ありませんか。あります。 

 どうぞ。 

○建設課参事（井垣 敬司） 地方債の補正をお願い

いたします。追加でございます。上の表をごらんく

ださい。公共土木施設災害復旧事業債でございます。

限度額１，２００万円をお願いするものです。 

 続きまして、変更をお願いしたいと思っておりま

す。下の表をごらんください。道路整備事業債です。

補正前１億８，１００万円を１億７，６００万円の

補正をお願いするものです。 

 次に、橋りょう整備事業債です。補正前３億２，

５５０万円を３億１，９３０万円に補正をお願いす

るものです。 

 最後です。除雪機械整備事業債でございます。補

正前１，０１０万円を１，４６０万円への補正をお

願いするものです。以上です。 

○分科会長（西田  真） ほかはありませんか。よ

ろしいですね。 

 説明は終わりました。質疑はありませんか。 

 奥村委員、どうぞ。 

○委員（奥村 忠俊） １８４ページの企画費、東京

圏からの移住支援事業費というのがあるんですけ

ども、先ほど説明で国が半分、あと４分の１、４分

の１、県と市ということの説明聞いたんですけども、

これはいわゆる青年団の関係なのか、あるいはこう

いうことで東京圏から移住があるというのは、それ

以外もいっぱいあればこういうことの対象になる

のかということについてお聞きします。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○環境経済課長（柳沢 和男） 先ほども説明で申し

上げましたとおり、国のほうから東京一極集中の是

正及び地方の担い手不足対策として、この制度をつ

くられたというふうなことでございます。特に青年

団の方がということではなくて、先ほど言いました

東京２３区に住んでる方、あるいは東京圏に住まれ

てた方で東京２３区に通勤をされてた方、その方が

豊岡市に移住をしまして企業に就職する、あるいは
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自分で仕事を起こすというふうなことをされたと

きに、ほかに要件もありますけれども、一定の支援

金をお支払いするという制度でございますので、合

致すればどなたでも対象になるというふうなこと

でございます。 

○分科会長（西田  真） 奥村委員、どうぞ。 

○委員（奥村 忠俊） どなたでも対象になるという

書き方してはるんだと思いますけども、特に平田さ

んがこちらに企業等を置くという話も聞きますし、

すぐに来られるかどうかわかりませんけども、青年

団の団員さんというんかね、その人たちがこちらに

移住するということは見込まれるわけですけども、

そういうことの関係で、こういった支援政策という

のはいろいろあるのかどうか、その辺についてもお

聞きしておきたいと思います。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○環境経済課長（柳沢 和男） 移住定住の促進の部

署の施策としまして、展開をさせていただくわけで

すけれども、先ほど言いましたような中身に合致を

すれば、青年団の方とかそうでない方というふうな

区分けで違いが出るということではございません。

また、青年団の方に対して特別支援策を、定住促進

の施策の観点で持ってるということではなくて、合

致すれば使っていただけると。（「誰でも」と呼ぶ

者あり）いうようなところでございます。 

○委員（奥村 忠俊） わかりました。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

○委員（奥村 忠俊） よろしいです。 

○分科会長（西田  真） 嶋﨑委員、どうぞ。 

○委員（嶋﨑 宏之） 今の件に関連して、これは今

年度のみ、それとも何か継続性というのはあるんで

すか。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○環境経済課長（柳沢 和男） 一応この制度につき

ましては、６年間の継続事業だというふうにお聞き

をしておりまして、今後の方は、また議会のほうの

承認をいただかなくてはいけませんけれども、制度

としては継続をしていきたいというふうに思って

おります。 

○委員（嶋﨑 宏之） ありがとうございます。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。ほかにあり

ませんか。 

 岡本委員、どうぞ。 

○委員（岡本 昭治） １点。１８８ページですね。

一番上の農林水産事業費の中で、蓼川堰の右岸の調

査設計というような話をされましたんですが、どん

なことをされるんですか。蓼川井堰があって、今少

し改修されてるとこがあって、その下の側が竹林が

ずっとあるところの何か設計という、そうではない

んですか。ちょっと簡単で結構です。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○農林水産課参事（川端 啓介） 今回補正で上げて

おりますところは、蓼川井堰の直下流に護岸が井堰

の横から下流に向けて続いております。その直下流

の護岸がたび重なる豪雨の激流によって被災を一

部しておりまして、調査をした結果、被災をしてお

ります護岸の関連した護床工といって、井堰の直下

流の河床を守っておる構造物があるんですけど、そ

ちらも沈下が見られるということで、原形の復旧と

いうことではなしに、さらに少し補強するというこ

とでの改修を予定するものでございます。 

○委員（岡本 昭治） ありがとうございました。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

○委員（岡本 昭治） はい。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。よ

ろしいか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） お諮りいたします。本案

は、原案のとおり可決すべきものと決してご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） ご異議なしと認めます。

よって、第６０号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定いたしました。 

 ここで、建設経済分科会を暫時休憩します。 

午前１１時２６分 分科会休憩 
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──────────────────── 

午前１１時２６分 委員会再開 

○委員長（西田  真） 休憩前に引き続き、委員会

を再開いたします。 

 以上で、付託議案の審査は終了いたしました。こ

の際、当局の皆さん方から特にご発言はありません

か。 

 どうぞ。 

○但東振興局地域振興課参事（午菴 晴喜） 先ほど

報告第１４号でご質問を受けまして保留をしてお

りますシルク温泉やまびこの宿泊の関係の売り上

げの中で、名古屋からのお客様の割合等でございま

すけども、名古屋からお客様ということで、ツアー

名、ドラゴンズパックとかいうようなことで呼んで

おりますけれども、利用者の方が２９８名です。売

り上げといたしましては約３１０万程度の売り上

げということで、１５期の宿泊の売り上げからする

と１．４％程度にはなってはしまいますけども、新

しく来られてその方々がお土産も買っていただい

てる部分があろうかと思いますので、これからも引

き続き拡大できるものは拡大していきたいという

ふうに思っております。以上です。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。よろ

しいですか。 

 特にないようでございますので、よろしいですね。 

 報告事項のある環境経済部、都市整備部以外の当

局の皆さんはここで退席していただいて結構です。

お疲れさまでございました。 

 ここで、建設経済委員会を暫時休憩いたします。 

午前１１時２８分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１１時３０分 委員会再開 

○委員長（西田  真） それでは、当局の報告事項

がありますので、お聞きいただきたいと思います。 

 ここで、出石振興局職員も同席しますのでご了承

を願います。 

 まず、環境経済部から３つあります。１つ目とし

て、城崎国際アートセンター長寿命化調査の結果に

ついて、２番目として、旧豊岡市商工会館建設及び

底地部分の用地の取り扱いについて、３つ目として、

じばさん決算報告と中心市街地３施設の状況報告

についての３件について報告したい旨の申し出が

あり、これを許可しておりますのでご了承願います。 

 それでは、説明をお願いいたします。 

 どうぞ。 

○大交流課参事（藤原 孝行） お手元の資料で、城

崎国際アートセンター長寿命化調査結果の概要と

いう両面印刷１枚物でございます。ごらんいただけ

ればと思います。 

 まず、４月のときにペーパーがなくって、資料が

なくって、数字だけがちょっと先行の説明になった

こと、まずそれをおわびを申し上げたいというふう

に思います。 

 それでは、１番のところから簡単に概要をご説明

申し上げます。今回まず調査の内容につきまして、

仕様書のほうから抜粋をいたしております。劣化状

況というふうにしておりますが、要は外壁だとか、

耐震のことだとか、電気設備のことです。それから

２番目として、適法状態、建築基準法あるいは消防

法等に適合してるかどうかということ、それから３

つ目として、長寿命化の改修計画をつくることまで、

今回の業務として上げておりました。 

 ２番目です。その調査結果としてまとめておりま

すのが、１つ目のちょぼで、雨水の浸入が見られる

ということです。これは、１つは壁のクラックとい

うものもございますし、それから一昨年、その前の

年の大雪によって屋根瓦がずれて、今のところはそ

の下の防水シートで何とかもっているというふう

な状況のところもあるようですが、まず雨水の浸入

が見られるということ、それから、それに伴ってコ

ンクリートが中性化に向かっていくということ、こ

れにつきましては基準以内だという結果は出てお

りますが、これからも進行していく可能性があると

いう報告でした。 

 それから３つ目ですが、結果的には適正なメンテ

ナンスにより使用可能な状態ではありますけども、

ここに上げておりますエレベーターでありますと

か、貯水槽、そのほかの設備については、もう耐用
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年数が築３５年ですので、とっくの昔に過ぎちゃっ

ておるというふうなことです。今現在もきちんと機

能は動いておりますので、それ自体は問題はないと

いう状態です。 

 これをもとにして、今現在は大丈夫ですけども、

概算事業費をこれから２０年もたせるとして計算

をしていただきました。アのほうで、改修する場合

として上げております金額です。単位は１００万円

の金額で、合計で５億１，２００万円というふうな

数字で、業者のほうから見積もりが上がってきてお

ります。これにつきましては、上げておりますよう

に、建築、電気、これまで申し上げたとおりのこと

を、それぞれ積み上げてきたらこの数字になるとい

うふうなことでございます。 

 それから参考までに、建てかえをする場合にはど

うなるかというふうなことで、これも計算をしてい

ただきました。ただ、それぞれの施設によってどれ

だけかかるかということはわかりませんので、この

下の米印に上げておりますが、同じような機能を持

ってる、つまり小さなホールを２つ、３つ持ってる、

あるいはレジデンスの施設を持ってる、そういう施

設を参考にして、延べ面積から割り出していただい

た金額です。合計いたしますと、解体費、それから

新築の経費を入れたら３５億２，６００万円という

ふうな、ざくっとした参考の数字ですが、これにつ

きましては、せんだって小林参事のほうが申し上げ

たとおり、向かっていけない数字だろうと、建てか

え等は考えていないというふうなことを、今現在は

考えております。 

 それぞれ詳細の内容につきまして、ちょっと簡単

ですが申し上げたいと思っております。 

 まず、屋上の部分ですが、瓦につきましては先ほ

ど申し上げたとおりでございます。しみ込んできた

雨が室内の壁の塗料を浮かせてるというふうな箇

所も数カ所ございます。現実雨水が入ってきてると

いうふうな状態です。 

 それから裏面になりますが、２番の外壁、あるい

は躯体の部分です。中性化の部分につきましては、

先ほど申し上げたとおりです。ご存じだとは思うん

ですが、アートセンター、黒色に塗装してあるんで

すが、あれは道路向きの塗装だけが黒く塗ってあり

まして、ここに上げておりますが、ＪＲ側、北側の

面と、それから竹野に抜ける峠側の西側の部分につ

いては、建築当時、開館した当時、昭和５８年当初

のままで塗装がしておりません。特にそちらのほう

の防水性能が劣っているという報告でした。それか

ら３つ目の電気設備につきましては、特に今のとこ

ろ法令点検では問題ないけども、老朽化が大分進ん

で、２０年はもたないだろうというふうなことも聞

いております。なお、アートセンターとしてオープ

ンをするときに、全てＬＥＤ化も進んでおりますの

で、それについては手戻りの必要はないというふう

なことです。 

 機械設備です。特に空調関係のものが耐用年数を

経過しているという、繰り返しになりますが、そう

いう報告です。今のところは順調に動いてるという

ことでございます。エアコンにつきましても、今現

在耐用年数内であるということです。 

 それから、今後の対応の仕方について、簡単に上

げております。下の表にもありますが、今現在アー

トセンター以外にも、県の専門職大学あるいは新し

い豊岡市民開館、それから今現在ある市民プラザ等

のそれぞれの役割、機能分担というものを調整する

必要があると思ってます。これらを放っとって、ア

ートセンターだけの改修を進めるわけにはいかな

いというふうに考えております。ですので、機能分

担の調整を図る必要があるということ、それを踏ま

えて、それぞれアートセンターにどういうふうな機

能が必要なのか、あるいはこの機能はほかのところ

が担うから必要ない、除く部分いうふうなことをま

とめて、長寿命化の計画としてまとめようと考えて

おります。 

 これをもって、豊岡市全体としての公共施設マネ

ジメント推進室のほうとの調整を図りながら、豊岡

市としての建設インフラの整備計画の中に組み入

れて、全体として進んでいくというふうなことを考

えております。つきましては、これ当初予算という

ふうに上げておりますが、来年度については、ちょ
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っとまだ時期尚早かな、早過ぎるかなと思ってます。

といいますのは、専門職大学あるいは新しい市民会

館等の役割等がはっきりしてきてから、こちらのほ

うも並行しながら考えていく必要があるというふ

うに考えております。 

 資料は膨大な量になりますので、写真等もちょっ

と省略をさせていただいておりますが、以上簡単で

すけども、調査結果の内容につきましてご報告を申

し上げます。以上です。 

○委員長（西田  真） 続いてお願いします。 

 どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 私のほうからは、旧豊

岡市の商工会館の建物及び底地部分の用地の取り

扱いについてご説明させていただきたいと思いま

す。 

 まず資料のほうで、結論から先に記しております

けども、旧豊岡市商工会館の建物及び底地部分の用

地を、劇団青年団の経営母体である有限会社アゴラ

企画に対しまして、鑑定評価額で売却をしたいとい

うふうに考えてございます。 

 次に、これまでの経緯でございますけども、まず、

１としまして、平田氏が青年団の本拠を江原駅周辺

に移したいということを表明され、その移転先につ

いての相談を受けてございました。２としまして、

そうした中で、豊岡市商工会が市役所の日高庁舎に

移転することになり、商工会の側からその建物につ

きましては、地域の振興でありますとか、地域活性

化への活用を条件に市に無償譲渡したいというよ

うな申し出があり、それを受けたものでございます。

３つ目としまして、そこで平田さんに候補地をお示

ししたところ、ぜひ使わせていただきたいという意

向が示されたところであります。これらを踏まえま

して、市としましては、青年団の移転が実現すれば、

市が進める地方創生の大きな起爆剤になるという

こと、それから商工会からの要請に応えることもで

きるということ、それから日高の駅前の商店街の活

性化にも有力な手段になるんではないかというこ

と、それから市が定めておりますアーティスト、ク

リエーターの移住促進戦略にも合致をするという

こと、青年団が移転すれば城崎国際アートセンター、

出石永楽館、専門職大学等との連携によって、市の

まちづくりにとって非常に大きなインパクトを持

つこと等の理由から、市といたしましては、有限会

社アゴラ企画に商工会館を青年団の活用拠点とし

て活用いただくことが適切であるというふうに判

断をいたした次第でございます。 

 参考といたしまして、２０１８年ですが、日高町

の商店街連合会とアゴラ企画が共同で中小企業庁

の補助を受けまして、演劇を核とした商店街の活性

化につきまして調査事業を行い、計画づくりを進め

ておられます。 

 ２といたしまして、建物と用地をセットで売却す

ることについてでございますけれども、当初は建物

は無償譲渡をし、用地は貸し付ける方向で検討し、

協議を進めてきましたが、アゴラ企画のほうから、

本年４月１日付で商工会館の建物及び用地の購入

をしたいとの意向が示されました。市としましては、

市全体の方針として、未利用施設は原則売却すると

いう方針を示しておりますことから、要請に応じま

して、繰り返しになりますけども、鑑定評価額で売

却したいというふうに考えてございます。 

 次のページは、周辺地の地形図でありましたり、

売却部分を示しております地図、それから航空写真

をつけておりますのでご清覧いただければという

ふうに考えてございます。以上でございます。 

○委員長（西田  真） 続いて、説明お願いします。 

 どうぞ。 

○環境経済課長（柳沢 和男） じばさんＴＡＪＩＭ

Ａの決算報告並びに中心市街地の３施設の状況報

告ということで、事前に資料をお配りをさせていた

だいておりましたけれども、お持ちいただいてます

でしょうか。（発言する者あり） 

○委員長（西田  真） ありますか。 

○委員（岡本 昭治） これですか、あります、これ

ですか。ありがとうございます。 

○委員長（西田  真） ありますか。 

○環境経済課長（柳沢 和男） あります、ありがと

うございます。それでは、説明をさせていただきま
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す。 

○委員長（西田  真） お願いします。 

○環境経済課長（柳沢 和男） １ページから１７ペ

ージに、じばさんＴＡＪＩＭＡの３０年度の事業報

告及び決算状況をお示しをしております。 

 ２ページから６ページに、３０年度の事業報告と

いうことで記載をさせていただいておりまして、４

ページの下でございますけれども、５階フロアの管

理運営ということで、コワーキングスペースの活用

の関係を上げさせていただいております。 

 また、その下、５番でございますけども、直営事

業ということで、じばさんＳＨＯＰの関係、ふるさ

と納税の関係というふうなことで上げております。

こちらにつきましては、例年に比べまして、少し額

が下回っておりますけれども、３，４００万円から

の収入というふうなことでございます。 

 ７ページに収支計算書をつけさせていただいて

おります。先ほど言いました中で、事業活動収支の

部の中の事業収入でございますけれども、即売事業

収入が、予算に対しまして４００万円程度の減とい

うふうなことでございます。こちらにつきましては、

今見ていただいたようなところの数字が影響して

おるところでございます。収入につきましては、予

算に対しまして、最終的に４，８００万円というふ

うなことで５５０万円程度の減というふうな状況

でございます。 

 一方、活動の支出につきましては、ページをめく

っていただきまして、８ページでございますけれど

も、主立ったところとしましては、４の会館運営事

業費の中で、修繕費、真ん中ぐらいでございますけ

ども、修繕費でございます。貸し事務所のほうの改

修をさせていただいた関係で若干支出が出ており

ます。４５万円ほどプラスをというふうなことにな

っております。さらに、その下でございますけれど

も、租税公課の中で、固定資産税の関係が出てまい

りました。ＷＩＬＬＥＲさん、ＴＴＩの入居に伴う

ものの固定資産税が発生したというふうなことで

少し支出がふえてるというふうなことでございま

す。そういった支出の部のトータルとしまして４，

９００万円程度の決算ということになっておりま

す。というふうな状況でございます。そのほか、資

料をつけております分につきましては、またご清覧

をいただけたらというふうに思っております。 

 中心市街地の３施設の状況につきまして、ご説明

をさせていただきます。１８ページ、１９ページで

ございます。まず、カバン アルチザン アベニュ

ーの関係でございます。３０年度の売り上げにつき

ましては９，６００万円からということで、前年対

比で１３０％というふうな形になっております。来

店者数につきましても伸びておりまして、かばんに

特化したような体制をもって臨んでいただいてる

というふうなことで、順調に売り上げも伸びてきて

るというふうな状況でございます。 

 続きまして、２０ページでございます。まちなか

ステーションでございます。こちらにつきましては、

３０年度の売上額は６２９万円ということで、ほぼ

前年並みということでございます。ただ、来店者数

につきましては１万６，９６５人ということで、１

２１％、前年対比でかなり伸びてきております。と

いうことは、人は来ておりますので、何とかこうい

った方々が購買につながっていけば、売り上げも伸

びていくんじゃないかなというふうに思っており

まして、このあたりが少し課題かなと思っておりま

す。 

 ２１ページには、その来店者数に伴う駐車の関係

を上げております。乗用車、バスともにふえてきて

おりますので、何とか今申し上げたような形で購買

につながるようにできるようになればというふう

に思っております。 

 続いて、２２ページでございます。まちなか交流

館１９２５でございます。こちらにつきましては、

３０年度の売り上げ販売の合計が９，２００万円か

らというふうなことで、前年対比１４１％というふ

うなことでございます。特に飲食でありますとか、

婚礼の部分が伸びておりまして、このあたりが売り

上げを押し上げてるというふうなことでございま

す。お菓子の販売につきましては、少し前年を下回

っておりますので、このあたりにつきましては、本
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来の館の活用というふうな観点で新たな事業展開

の部分につきまして提案を受けておりますので、増

額に向けて頑張っていただくように、こちらも見て

いきたいというふうに思っております。来店者数、

宿泊数についても伸びてきておりますので、この調

子で行ってもらえたらというふうな状況でござい

ます。以上でございます。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 何か質問があれば挙手をお願いいたします。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 旧豊岡市商工会の取り扱いで

すけれども、売却されるっていうふうな方向性は聞

いたんですけど、これ万が一、アゴラ企画さんが何

かの理由で運営できなくなったりとかいうような

場合、そういった想定はされているんでしょうか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 現時点でアゴラ企画の

将来的な運営についてどうこうというようなこと

を想定をして、何か準備をしてるというものはござ

いません。 

○委員長（西田  真） 田中委員、どうぞ。 

○委員（田中藤一郎） せっかくどういうんでしょう、

日高の商工会、かなり歴史的な部分があったり、い

ろいろな方に聞きますと、日高の方々にとってはす

ごい重みがあると、ある意味演劇をされるというふ

うな意味合いで寄附をされるというようなことが

あると、それが大前提で、崩れへんかったらいいん

ですけれども、先日も東京の劇団のほうが破綻した

りだとかいうような場合があった場合は、そういっ

た貴重なもの、この豊岡がかなりやろうとしている

部分が、そういったことによって第三者の人に渡っ

たりとかいうようなことも、やっぱり考えておかな

いと、ちょっとどうなのかなというふうに思います。 

 言い方悪い、東京でもこういった失敗する事例が

ある中で、アゴラ企画さんが、そういうような事例

がないとかいうふうなことが考えられないという

のは考えられないんで、ただその辺の、例えば何か

販売するという中で、ひもつきの条件をつけとくだ

とかいうようなことを考えておかないと、貴重な、

ある意味税金も導入されたりとかしておりますの

で、もう一度そのあたりはちょっと考えていただき

たいなと思いますけど、どうでしょうか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） ご指摘のことは理解は

できますけど、今ここで具体的な案があって、こう

しますっていうようなこと持ち合わせておりませ

んので、一回引き取らせていただいて、また検討さ

せていただければというふうに思います。 

○委員長（西田  真） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） よろしくお願いします。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（田中藤一郎） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

 嶋﨑委員。 

○委員（嶋﨑 宏之） 今の商工会館の件で、いただ

きましたこの地形図いうんかな、これでもって、赤

枠全体が豊岡市の市有地であって、その中の切り渡

しになるんか。（「そうだな。切り売りやな」と呼

ぶ者あり）商工会館の、これ西側の建物、それから

この真ん中にある、東側にある大きなワークピアと

か何か書いてあるの、これはちょっと具体的にはど

ういった。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 売却をする建物に隣接

をしてます建物につきましては、日高町の消防団の

車庫として使われておりますので、このまま今の使

い方を維持をしたいというふうに考えてますし、そ

の底地につきましても市有をしたままで継続させ

ていただきたいというふうに考えてございます。 

 それから、右の部分の大きなワークピアにつきま

しては、底地は市の所有でございますけれども、建

物につきましては商工会の所有となっておりまし

て、これにつきましても現在の使い方をそのまま継

続したいというふうに考えてございます。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

 どうぞ。 

○委員（石津 一美） 情報対策事業を見させてもら

って、ちょっと売り上げが、ネットのほうのＰＲが
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弱いように思うんですけども、今現状の取り組みは

いかがでしょうか。また感触でも結構ですので。情

報対策事業の。４ページの。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○環境経済部長（坂本 成彦） ご指摘のとおり、な

かなか伸びていかないという現状がございまして、

開設はしてるんですけれどもアクセス数、それから

売り上げ等もまだまだというところでございます

ので、このあたりは、じばさんのほうにもう一度て

こ入れをするように話はさせていただきたいと思

います。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

 石津委員、どうぞ。 

○委員（石津 一美） 今の現状は、まだそしたら取

り組みっていうのを実施してる取り組みは全然な

いんでしょうか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○環境経済部長（坂本 成彦） そうですね。ネット

を見やすいように改良するとか、そういうところま

で今のところはまだ手だてをしていないという状

況です。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（石津 一美） ちなみに。 

○委員長（西田  真） 石津委員、どうぞ。 

○委員（石津 一美） 私、地場産業で結構貢献させ

てもらってます。友達も買わすようにして、私もち

ょっといろいろ買ってます。（「ネットショッピン

グ」と呼ぶ者あり）ショッピングを、以上です。お

願いします。 

○副委員長（福田 嗣久） ようけ買うたげて。 

○委員（石津 一美） はい。 

○委員長（西田  真） 答弁よろしいか。 

○委員（石津 一美） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

 伊藤委員、どうぞ。 

○委員（伊藤  仁） まず商工会ですけれども、切

り売りする土地見てるとね、車のとめれる範囲では

ないんだけど、駐車場は遠慮なしに使うだろうなと

思うんで、駐車場部分をもっと広う買ってもらった

らどないですか、どっちみちそないな跡地利用が考

えられるわけでもないんだし、それと商工会のワー

クピアですか、これは商工会の持ち物で、どういっ

た使われ方で、頻度とかさっぱりわからんのですけ

ど、それを説明してください。 

 それとアートセンターですけれども、以前３億円

ほど金かけたと思うんだけども、それはどういうふ

うな金のかけ方したか資料を欲しいんだけども、何

年も前のことで忘れちゃったんでね、どんな修繕を

して３億円の金をかけたのか、それをまた資料請求

をお願いしたいんですけど、委員長、よろしいです

か。 

○委員長（西田  真） はい。よろしいか。 

 どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） ワークピアにつきまし

ては、職業訓練的な研修として使われていたり、あ

と貸し館として使われてるように聞いてるんです

けども、本来職業訓練的な使い方でそう頻繁に使わ

れているようには聞いてございません。あと選挙の

ときの投票所にも使われているように聞いてござ

います。 

 駐車場部分をもう少し拡大をしてという話でご

ざいますけども、一つには、運営するアゴラ企画と

しては、自分たちの業務としては大きな駐車設備が

必要ないということであったり、公演をするときに

は周りの公共駐車場を使っていただくようなこと

を進めたいというところで、この辺が適当ではない

かというふうに考えてございますし、そもそもその

日高町時代からの土地の駐車場の使われ方も継続

しておりますので、なるべく公共的なところは市の

所有のままということで、こういった整理にさせて

いただいてございます。それから、地元区の要望と

しても、なるべく広目に置いてほしいという要望も

いただいたとこでございます。 

○委員長（西田  真） 資料要求の分よろしいね。

答弁してください。 

 どうぞ。 

○大交流課参事（藤原 孝行） ３億円、ちょっと数

字のほう、私も担当外だったときもありますので、
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ちょっと調べまして、資料のほう、また提出をさせ

ていただきたいと思います。 

○委員長（西田  真） よろしくお願いします。委

員全員の分ね、よろしくお願いします。 

 レターケースに入れてもらっても結構ですんで、

間に合うんだったら昼からでも、もうちょっと委員

会、委員だけで話はしてますんで、そこで持ち込ん

でもらっても結構ですんで、よろしくお願いします。 

 伊藤委員、どうぞ。 

○委員（伊藤  仁） 商工会につきましては、平米

でも坪でもいいんですけれど、今、考えがあったら

お聞かせください。 

 それと、このアートセンターにつきましては、こ

れは必ずどちらかでやるんだという市長の思いで

すよね。考えてるんじゃなくても、やると決めた方

向だよね。以上、２点お願いします。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 土地の鑑定につきまし

ては、建物の改修につきまして、今、経済産業省の

補助金を申請しておりまして、内示が出たところで

改めて鑑定をとろうと思っておりますけれども、現

時点でざくっと推計をしますと、土地が２，０００

万円程度だろうと。それから建物の解体費というの

が１，０００数百万円かかるので、その差し引きで

売却するんじゃないかというふうに考えてござい

ます。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○大交流課参事（藤原 孝行） アートセンターのこ

とですが、平成２８年の豊岡市の公共施設再編計画

の中で、常にアートセンターは継続機能を含めて維

持するというふうな方針の中で進めております。な

ので、また、議員おっしゃるようにどちらかの格好

での、２つ目の建てかえの分はまずないというふう

な現時点での考え方ですけども、向かっていくよう

な方向で考えていきたいと思っております。 

○委員（伊藤  仁） 委員長、よろしいですか。 

○委員長（西田  真） 伊藤委員、どうぞ。 

○委員（伊藤  仁） 商工会ですけれども、この有

限会社アゴラ企画とはどういった会社なのか、平田

さんと青年部との関係を含めて詳しく説明してや

ってください。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 劇団青年団とは劇団と

しての名称でございまして、それを運営する法人格

を持った会社としてアゴラ企画という会社がござ

います。そのアゴラ企画の代表が平田オリザさんの

奥さんでいらっしゃって、劇団の運営であったり、

アゴラ劇場という駒場にあります東京の劇場の運

営なんかを主にされてる会社というふうに理解を

しています。 

○委員長（西田  真） 伊藤委員、どうぞ。 

○委員（伊藤  仁） このアゴラ企画の資本金であ

ったり、役員であったり、データとかありますか。

（「資料だな」と呼ぶ者あり）資料。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 今ちょっと持ち合わせ

てございませんので、後ほど送らせていただきたい

と思います。 

○委員長（西田  真） そしたら、資料よろしくお

願いします。 

 よろしいですか。 

○委員（岡本 昭治） １点いいですか。 

○委員長（西田  真） 岡本委員、どうぞ。 

○委員（岡本 昭治） 日高の商工会館の跡地は、こ

のように売却されるということですけども、駐車場

が残りまして、商工会館でアゴラ企画さんが何かの

イベントだとか、企画された場合、当然、先ほど何

かほかのとこに駐車場を使われると言ってたんで

すが、多分前もこの市のところを使われるんじゃな

いかなと思いますけど、それは無償でお貸しするの

か、やっぱり台数分有償で考えておられるのか、ど

ちらでしょうか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 今具体的に、ここをど

う区分をして、どういうような利用をしようという

ことは現実的には考えてございませんけれども、基

本的にはアゴラ企画が主催をする商工会館での公

演につきましては、江原駅前の市営駐車場ですとか、
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裏の市営駐車場を使っていただくことを基本に考

えていきたいというふうに考えてございます。 

○委員長（西田  真） 岡本委員、どうぞ。 

○委員（岡本 昭治） 近くにあるのにね、わざわざ

向こうまで行く必要ないので、多分何らかのそうい

うような契約なのかわかりませんけど、必要じゃな

いかなと思いますので、多分そうしないとアゴラ企

画さんだけが使うときは取られ、ほかの業者が使う

ときはどうのこうのって話にならないように、その

辺だけきちっとしていただくようにお願いいたし

ます。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） そのようにいたしたい

と思っております。よろしくお願いします。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（岡本 昭治） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

 石津委員、どうぞ。 

○委員（石津 一美） 一つ確認で、あとじばさんの

１階の店舗の、前、喫茶とか食堂されてた部分あり

ますよね。あれをしまったり、あいたりしてたと思

うんです。今はしまってると思うんですけど、あそ

こはどうされるつもりなんでしょうか。ちょっと教

えてください。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 実は昨年の６月です

か、食堂を経営されてた方が急逝されまして、突然

お亡くなりになりまして、事業が続けられないとい

う状況になりました。食堂としては撤退ということ

になりました。その後、貸し事務所としてどなたか

お使いいただけませんかという交渉をしてる中で、

連合但馬さんがぜひ使いたいというふうなことで、

年度当初からお入りいただいてるという状況でご

ざいます。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（石津 一美） はい。ありがとうございます。 

○委員長（西田  真） 福田副委員長、どうぞ。 

○委員（福田 嗣久） 商工会館の件ですけれども、

鑑定評価額で売却ということは、さっきおっしゃっ

た２，０００万円ぐらいの、取り壊しが１，３００

万円っておっしゃったの。（「はい、はい」と呼ぶ

者あり）これは、評価はまたされるんですね。いつ

ごろされるんですか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 先ほど申し上げました

とおり、国の改修費の補助金の内示が出るのは７月

ぐらいだというふうに想定をしておりますので、内

示された後に改めて判定評価にかけたいと思って

います。 

○委員（福田 嗣久） わかりました。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（福田 嗣久） それじゃ、評価が出た時点で、

また資料を出していただきましょうか、委員会にね。 

○大交流課長（谷口 雄彦） お出しさせていただき

ます。 

○委員長（西田  真） そしたら、資料よろしくお

願いします。 

 ほかにありませんか。 

 奥村委員、どうぞ。 

○委員（奥村 忠俊） １つだけ。アートセンターの

関係の先ほど説明いただいたときに、この概算事業

費が出てまして、アとイがあるんですけども、イの

ほうの建てかえする場合ということが書いてあり

ますけども、建てかえというのは全く考えていない

んだという、こういう発言があったように思ったん

ですけども、それでそういう方向で、やるなら直す

というようなことだということでしょうか。どうで

しょうか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○大交流課参事（藤原 孝行） これは前回の委員会

のときに、小林参事のほうが申し上げたとおり、実

際金額的なベースを考えれば現実的ではないだろ

うというふうなことで、建てかえは今のところ考え

てないというふうな考え方でございます。なので、

一方では再編計画のほうで、先ほど質問いただきま

したとおり、継続というふうなことは決まっており

ます関係で、何とか最小限の内容で改修していくと

いうのが、実際の進むべき方向なのかなというよう
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なことで、担当としては考えております。 

○委員（奥村 忠俊） わかりました。 

○委員長（西田  真） よろしいですね。（「はい」

と呼ぶ者あり） 

 この件は、この程度にとどめたいと思います。 

 環境経済部の職員の方は退席していただいて結

構です。お疲れさまでした。 

 ちょっと昼入りましたけど、このまま継続します

んで、よろしくお願いします。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 委員長、ちょっとだ

けよろしいですか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 市長の総括説明でも

申し上げましたけども、フラップトヨオカで、ビジ

ネス相談の窓口を開設するということで、きょうか

ら業務を開始する予定でして、ビジネスを一歩踏み

出したい方を支援するまちということで、ＩＰＰＯ

という名前で、ビジネス相談事業を開設することに

いたしておりますので、ちょっとチラシを、また事

務局に預けておきますので、ごらんいただきたいと

思います。 

○委員長（西田  真） レターケースに入れとって

ください。事務局でもいいですけどね。 

○副委員長（福田 嗣久） また見せてもらわんと。 

○委員（伊藤  仁） どんな事業にも耐えれるスタ

ッフはおるんだ、相談相手として。 

○副委員長（福田 嗣久） ちょっと行ってみて。 

○委員（伊藤  仁） わしもお会いしたいわ。 

○委員長（西田  真） お疲れさんでした。 

 続いて、都市整備部から、１番目として、北近畿

豊岡自動車道及び山陰近畿自動車道の現況と今後

の計画についてお願いいたします。 

 どうぞ。 

○建設課参事（井垣 敬司） 私からは、先ほど申し

いただいたとおり、２つの高規格道路の現状と今後

の予定について報告をさせていただきます。 

 お手元に資料をお持ちいただいてますでしょう

か。（「あります」と呼ぶ者あり） 

 それでは、まず北近畿豊岡自動車道です。現状に

つきましては、日高豊岡南道路、日高神鍋高原イン

ターから、（仮称）豊岡南インターチェンジまでの

６．１キロメートルの区間となります。 

 資料をめくっていただいて、下のほうにページを

打っております。１ページの下の図をごらんくださ

い。たくさん旗上げされておりますけども、その左

から３番目の部分を見てやっていただきたいと思

います。こちらにつきましては、国土交通省が来年

度、２０２０年度中の開通をこの２月に発表をして

いただいてるところです。 

 工事の状況につきましては、資料をめくっていた

だきまして、２ページの上に図面がおりますし、以

降、７ページまでにわたって状況写真をつけさせて

いただきますので、また後ほどでもよくご確認をい

ただきたいと思います。 

 続きまして、豊岡道路です。（仮称）の豊岡南イ

ンターチェンジから、同じく（仮称）豊岡インター

チェンジまでの２キロの区間でございます。こちら

については、平成３０年度に事業着手をいただいて、

工事を今実施していただいておるというふうな状

況でございまして、７ページの下にあります図をご

らんいただいて、この区間を工事をいただいておる

というふうなことで、８ページに１枚ではあるんで

すけども、工事の状況写真をつけさせていただいて

おります。今後の予定でございますけども、（仮称）

豊岡インターチェンジから（仮称）豊岡北インター

チェンジまでの５キロの区間になります。 

 資料１ページに戻ってやっていただきますでし

ょうか。こちらにあります、旗上げをしております

一番左の部分というふうなことになります。こちら

については、２０２０年度の新規事業着手を要望し

ておるというふうな状況でございます。さらには、

山陰近畿自動車道の計画の進捗に伴いまして、接続

いたします（仮称）豊岡北インターの都市計画の変

更に向けた手続を開始されるというふうなことで、

資料の最後になります、１３ページをごらんくださ

い。この部分の都市計画の変更を行うというふうな

ことです。 

 続きまして、山陰近畿自動車道でございます。現
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状につきましては、浜坂道路のⅡ期というふうなこ

とで、新温泉浜坂インターチェンジから（仮称）居

組インターチェンジまでの７．６キロメートルの区

間でございます。 

 資料の１１ページの図をごらんいただきたいと

思います。今年度につきましては、用地測量と用地

買収、トンネルの設計等を行う予定というふうにお

伺いしておるところです。 

 済みません、１２ページをごらんください。この

区間の今後のスケジュールというふうなことで、今

年度につきましては、先ほど申し上げましたように、

用地測量、用地買収というふうなことですし、水文

調査も予定をいただいているというふうなことで、

令和２年度以降につきましては、見ていただいたと

おりですが、一番下に工事を、令和２年度より本格

着手というふうなことでお聞きしておるところで

す。 

 次に、佐津から京都府境までの間でございます。

資料の１０ページ、ごらんいただきたいと思います。

この図面の白丸の破線部分といいますか、そういっ

た部分のことでございます。平成３０年の１２月に

ルート帯が発表されたところです。また、具体的な

道路計画の検討を進めるに当たりまして、ルート帯

における現地の地形、地質特定性から想定される技

術的課題を抽出いたしまして、設計施工に対する留

意事項や対応方法を検討いたしますために、山陰近

畿自動車道技術検討会が開設、設置されたところで

す。検討していただく区間につきましては、（仮称）

豊岡北ジャンクション、インターチェンジから（仮

称）城崎温泉インターチェンジまでの区間というふ

うにお聞きしております。 

 今後の予定でございます。兵庫県の社会基盤整備

プログラムにおきまして、竹野から（仮称）豊岡北

ジャンクション、インターチェンジの区間の前期の

事業実施というふうなことで、２０１９年度から２

０２３年度の間に事業を着手いただけるというふ

うな決定をいただいておるというふうなことと、あ

と参考ではありますけども、佐津インターから竹野

までの間につきましては、後期ですので、２０２４

年から２０２８年度までの間に着手するというふ

うに決定をいただいておるところです。そして、

（仮称）豊岡北ジャンクション、インターチェンジ

から京都府境までの区間につきましては、国土交通

省さんに、直轄による調査実施を要望していくこと

としております。以上でございます。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 何か質問があれば、挙手の上お願いいたします。 

○委員（嶋﨑 宏之） 済みません、ちょっと聞き漏

らして。 

○委員長（西田  真） 嶋﨑委員、どうぞ。 

○委員（嶋﨑 宏之） よろしいですか。山陰近畿自

動車道の最後のところで、ルート帯の発表はいつっ

ていうふうに、予定では。 

○建設課参事（井垣 敬司） 平成３０年１２月です。 

○委員（嶋﨑 宏之） 平成３０年。１２月過ぎとる

よ。 

○委員（伊藤  仁） もう発表したんで。ルート帯

だもん。 

○副委員長（福田 嗣久） 上行くとも下行くともわ

からへんし。この丸で５キロ以上あろう。 

○委員長（西田  真） もう一度ね、２０１９年か

ら２０２３年、２０２４年から２０２８年までの区

間をもう一度お願いします。 

○建設課参事（井垣 敬司） もう一度申し上げます。

竹野から仮称の豊岡北ジャンクション、インターチ

ェンジの間の区間でございます。こちらが前期とい

うことで、２０１９年度から２０２３年度までとい

うことです。と、佐津インターから竹野までの間に

ついては後期というふうなことで、２０２４年度か

ら２０２８年度の間というふうなことになります。 

○委員長（西田  真） ありがとうございました。 

 ちょっと私から続けてですけど、これ豊岡北イン

ターチェンジに、この山陰近畿自動車道が合流する

ような旨の新聞も発表されておりますけど、この丸

を見たら、豊岡北インターより北側と見受けられる

んですけど、その辺のことはどうなんでしょう。 

○都市整備部参事（河本 行正） 今のご質問なんで

すけど、こちらのつけております兵庫県さんからい
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ただいた資料では、ちょっと丸がまだ修正というか

直ってはおりません。今もう進んでおりますのはル

ート帯が発表されまして、このグリーンの、済みま

せん、きょうの資料にはないんですけども、ルート

帯としてはもう狭まっておりまして、豊岡北インタ

ーチェンジとその山陰近畿自動車道が結ばれるの

がその近辺ということになっております。 

○委員長（西田  真） それは新聞発表のとおりと

いうことで解釈したらよろしいんですか。 

○都市整備部参事（河本 行正） はい。そうです。

新聞発表のとおりです。 

○委員長（西田  真） 了解しました。その資料は

もっと、今いただいた資料より詳しい資料なんです

か。 

○都市整備部参事（河本 行正） ちょっと以前に、

委員会のほうでもお示しした資料のままでござい

ます。 

○委員長（西田  真） 了解しました。 

 ほかにありませんか。 

○委員（田中藤一郎） １つだけ。 

○委員長（西田  真） 田中委員、どうぞ。 

○委員（田中藤一郎） 済みません。看板がよくこう

出てくるので、建設完成した際には、いわゆる観光

地でありますとか、出石への看板等を、くれぐれも

しっかりと伝えていっていただきたいなというふ

うに思いますので、その点お願いします。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○都市整備部参事（河本 行正） 出石への案内につ

きましては、豊岡インターを中心として案内等考え

させていただくということにしております。そうい

う要望をしております。以上です。（「よろしくお

願いします」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（田中藤一郎） 以上でございます。 

○委員長（西田  真） ほかに。 

 伊藤委員、どうぞ。 

○委員（伊藤  仁） この豊岡南インターは、来年

の１０月。１０月じゃない。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○都市整備部参事（河本 行正） 一応２０２０年度

中ということの発表までしかお聞きしておりませ

ん。 

○委員長（西田  真） 伊藤委員、どうぞ。 

○委員（伊藤  仁） 最終決定はいつごろになりま

すか。最終発表。 

○都市整備部参事（河本 行正） 最終発表も、一応

その時期もお聞きしておりません。ただ、従前のこ

とを思い起こしますと、大体数カ月前ぐらいになっ

て発表というようなことだったと思います。以上で

ございます。 

○委員長（西田  真） 伊藤委員、よろしいか。 

○委員（伊藤  仁） はい。 

○委員長（西田  真） ほかよろしいですか。（「よ

ろしいですよ」と呼ぶ者あり）いいですか。 

 この件は、この程度にとどめたいと思います。 

 都市整備部の職員の方は退席していただいて結

構です。お疲れさまでした。 

○委員（伊藤  仁） 済みません。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○委員（伊藤  仁） いつもこの交通網のときは、

これに加えて、飛行機なんかの資料もいただいてま

したよね。特にだけど、きょうね、飛行機飛んでな

いんでね、これ何で飛んでないんですか。朝のＮＨ

Ｋでやってましたけど。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 昨日、ＡＴＲが落雷、

飛んでる最中に機材に雷が落ちまして、それできの

うの段階から夕方便ときょうの便が欠航という連

絡が入ってきました。 

○委員（伊藤  仁） 落雷の。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 落雷が。 

○委員（伊藤  仁） それは何で、影響が出たとい

うことですね。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 電気系統とかに影響

が出て、飛んでおりたりするのは問題なかったんで

すけども、その後点検ということで、きのうから欠

航しております。 

○委員（伊藤  仁） そういうことか、何でだろう

と思って。 
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○委員長（西田  真） そういうのは、飛んどる最

中に落雷いうのは、飛行機でよくあるパターンなん

ですか。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） よくあるかどうかは

わかりませんけども、年に何回かはそういった事故

は発生するというふうにお聞きしてます。 

○委員長（西田  真） その飛行機の機体でうまく

吸収するような装置は当然ついとるんですね。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） はい。車と一緒で、

機体に落雷してもちゃんとうまく吸収はできると、

ただ、あとのやはり電気系統とか精密機械がありま

すので、そういったのに異常がないかという点検を

必ずやっております。 

○委員長（西田  真） 当然今、機材はついとって、

雷サージや何かの影響も吸収するように、ほとんど

の機械はいろんな機器、もう地上にあるやつも含め

てついとるんですけど、それがついとって、そうい

う落雷の影響が出たというのは、かなりの想定以上

の容量が落ちてきたとか、そういう意味ですか。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） ちょっとどの程度の

詳細までは聞いてないんですけれども、規模がどの

程度の雷だったとか、あとどの程度のダメージを受

けたかということまでは、ちょっと詳細は聞いてお

りません。 

○委員長（西田  真） また後で、わかれば教えて

ください。そういうことがたびたびあると困るんで、

そういう装置がついとる意味がなくなるので。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） わかりました。 

○委員（伊藤  仁） お客さんからの苦情とかトラ

ブルはないの。連絡はきのうの中にみんな手配でき

てるの。お客さんがもうこれに乗って、次の予定を

組んどるわけだから、急にこんなもう、きょうでも

結構な予約が入ってたはずだし、三角とかなってる

っていうことは。 

○委員（田中藤一郎） 連絡入ります。メールとかい

ろいろな、連絡先を教えてますんで。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 申し込みされたとき

に、電話番号とか連絡をいただいてますので、必ず

そこにそういった情報は流しております。 

○委員長（西田  真） 伊藤委員、よろしいですか。 

○委員（伊藤  仁） はい。 

○委員長（西田  真） よろしいですか。（「はい」

と呼ぶ者あり） 

 それでは、退席していただいて結構です。ありが

とうございました。 

○委員（伊藤  仁） もう今後は飛行機は出てこん

いうことでいいんですか。 

 いや、交通網だったら飛行機のターミナルを乗客

数もみんな出てきてる資料があったんだけど、説明

もされてたんだけど、もう今後は出てこないと。 

○委員長（西田  真） いや、それはもう要求した

ら出てきます。 

○委員（伊藤  仁） 要求せんでもある程度は出て

きとった。 

○委員長（西田  真） 今回は特に、この北近と山

陰道のほう、正副委員長で協議して、こういう資料

出してもらって説明してもらいましょうと、当局も

含めて話し合った結果です。またその資料は要求し

ますんで。 

 お疲れさんでした。 

○副委員長（福田 嗣久） 遅うなって悪いな。 

○委員長（西田  真） 休憩とらないで行きます。 

 続いて、出石振興局から、豊岡市立出石温泉館乙

女の湯、指定管理者辞退報告について、報告したい

旨の申し出があり、これを許可しておりますのでご

了承願います。 

 では、説明をお願いします。 

○出石振興局長（榮木 雅一） 済みません、初めに、

先日は急なご報告ということで、委員長、副委員長

には大変ご迷惑をかけました。その後、きょうこう

して時間を頂戴しましたこと、改めてお礼申し上げ

たいと思います。ありがとうございます。 

 それでは座ってご報告をさせていただきたいと

いうふうに思います。 

 今お手元のほうに、資料渡ってるかなと思います

し、事前にお渡ししてある資料もございます。ほぼ

全く同じ内容の資料でございますので、それに沿っ
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てご説明させていただきたいと言うように思いま

す。 

 まず初めに、２０１９年、本年６月５日ですが、

田渕温泉管理組合なんですけれども、ここ数年同じ

経営状況、経営状況が余りよろしくないという状況

にありました。その中で、これが続くならば、毎日

の組合精算時に収支金が出資者に返還できないと

いうことで、２０１９年、本年８月３１日をもって、

指定管理を辞退したい旨の報告がなされたところ

でございます。 

 資料の今、現状のほうをごらんいただいてると思

うんですけれども、２０１８年の７月に出石温泉館

乙女の湯の指定管理者であります田渕温泉運営管

理組合、以下管理組合と申し上げますが、から、空

調設備のふぐあいが続けて発生しているというこ

とがございまして、空調設備の更新の要望がござい

ました。 

 これにつきましては、現行の空調設備について、

２０２０年まで保守が可能ですよと、できますよと

いうことを業者から確認をしておりまして、緊急性

が今すぐということではないなということ、それか

ら加えて、近年多額の予算を伴う修繕が続いている

ということ、あわせて先ほど申し上げましたが、経

営状況が思わしくないということから、今後必要と

される修繕費用の把握が必要ですねと、それから引

き続き、継続的に運営経営できるような経営改善計

画の立案も必要ですねということで、管理組合と協

議をすることといたしました。 

 したがいまして、本年度の空調に係る工事を見送

ったというようなことでございます。しかしながら、

ことしになりまして、３月５日付で、管理組合のほ

うから改めて早期に空調設備の更新を求める要望

書が提出されたということでございます。その要望

書につきましては、資料①といたしまして、別紙で

つけさせていただいております。そういった中での

施設設備や運営のあり方について、重ねて管理組合

と我々市と振興局と協議を行う中で、辞退の報告が

なされたというところでございます。 

 ２と３と、２以下につきましては、施設の概要を

示しております。 

 ３番目は、これまでの修繕経費です。 

 次のページめくっていただきまして、（３）短期

的に予測される修繕予算額をお示ししております。

以下、米印で長期的に施設を維持するための今後求

められるであろう費用については、別途必要ですよ

ということで、金額のほうまでは、まだここでお示

しすることができないので載せておりません。 

 ４つ目が、指定管理者の概要をここにお示しして

おります。 

 ５以下につきましては、資料１、先ほど申し上げ

ました３月５日の要望書、それから６月５日の辞退

報告、資料②、これについて記載されております主

な事柄につきまして、説明と経緯等々を付して記載

させていただいておるところでございます。これが、

（１）から（５）までということでございます。 

 今後の対応策ということで、一番最後、６に書い

てあるとおりです。このたびの報告を受けて、改め

て施設設備状況等々を確認いたしました上で、今後

の方向性を検討するということで、現在も検討中と

いうことで、以上報告を、簡単ではございますけれ

ども終わらせていただきたいと思います。どうぞよ

ろしくお願いします。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質問があれば、挙手をお願いいたします。 

○委員（伊藤  仁） よろしいですか。 

○委員長（西田  真） 伊藤委員、どうぞ。 

○委員（伊藤  仁） 修繕要望等々をクリアすれば、

前向きにいくのか、どういった今ニュアンスで捉え

ているのか、もう８月でもう撤退でというのもこれ

は揺らぎがないんだというふうな理解をされてる。

今どういう感じで受けとめておられるんですか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○出石振興局地域振興課長（阪本 義典） 修繕につ

きましては、組合のほうとも相談をかけまして、実

は計画的に、年次的に、例えば緊急性の高いものか

ら修繕を行ってはどうかというふうな提案も実は

振興局のほうからさせていただいております。その

さなかだったんですけども、経営の面も含めて検討
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を今後しましょうというふうな話をしてるさなか

だったんですけども、やはり組合のほうからは、組

合のある出資金というものが底をついてしまった

と、今後、今４３０万円程度でしたか、今、出資金

があるんですけども、やはり今後、先ほど局長が説

明しましたように、これ以上数年続いてきた経営状

態と同じようなことになれば、やはり組合としては

もう破綻してしまうというふうなことがございま

して、最終的に辞退されるという理由は、修繕とい

うふうなことではなくて、やはりもうやっていけな

いというのが辞退の理由というふうなことで、最終

確認をさせていただきました。以上でございます。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○出石振興局長（榮木 雅一） 済みません、資料３

がございました。申しわけございません。補足させ

ていただきますと、最終ページにカラー刷りのもの

がございます。これにつきましては、入浴客の推移、

開館当初から現在まで、平成３０年までの状況、そ

れから下段に、出石温泉乙女の湯、収入と支出の推

移を、これもオープンから現在平成３０年までの状

況をお示ししております。大変失礼いたしました。 

○委員長（西田  真） 伊藤委員、よろしいですか。 

 伊藤委員、どうぞ。 

○委員（伊藤  仁） 今、資料３で、値上げする前

は私もよく行ってたんです。サウナがなくったって、

安いからってよく行ってたんですけれども、サウナ

はないわ、値上げはしてるわ、そういったことで、

僕と同じ人も何人かおられたです、何％がおられる

と思うんです。 

 組合のほうがさっぱりあかんってなると、当局と

してはどういう次の手段を考えるの。どっか探され

るの、修繕をしてまで受けてくれるとこないかとい

うことで探されるのか、これで諦めるのか、どのよ

うにお考えですか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○出石振興局長（榮木 雅一） 先ほど申し上げまし

たけれども、今後の対応については、現在検討中、

といいますのも、施設、設備、状況等の確認をしっ

かりしとかなければならないということもござい

ますし、管理組合さんの今までの運営状況等も再度

確認等も必要かなということで続けてまいりまし

た。それを踏まえながら、とはいうものの、我々も

施設というものも今後引き続きあるべきかなとい

うことで、次のステップに向かうべく検討をさせて

いただくということに考えております。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（伊藤  仁） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

○委員（嶋﨑 宏之） ちょっと参考のために聞かせ

て。 

○委員長（西田  真） 嶋﨑委員、どうぞ。 

○委員（嶋﨑 宏之） これ入浴料金は、当初から今

まで変わってきてると思うんですけど、値上げいつ

ごろしたかというような状況はわかる。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○出石振興局地域振興課長（阪本 義典） 料金の値

上げにつきましては、２８年の４月１日で改定をし

ております。 

○委員（嶋﨑 宏之） 今、幾らになってます。 

○出石振興局地域振興課長（阪本 義典） たしか４

００円から５００円に上がりました。子供さんは３

００円でしたか。 

（「子供は３００円か。」と呼ぶ者あり） 

○出石振興局地域振興課長（阪本 義典） はい、３

００円です。子供はそのままです。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

 奥村委員、どうぞ。 

○委員（奥村 忠俊） これを聞いて、私は残念なこ

とだと思っておるんです。それでどうでしょう、市

のほうとしての、出石のほう、この先どうするかは、

まだ今のところは何も決定してないということで

すので、ただ、どうでしょう、このことを旧出石の

人たちが皆知ってるということが、まずあると思う

んですわ。協力をしてもらうというのがやっぱり一

番中心はそこになるわけですね。ですたら、そうい

う点では、これからの計画としてはどういう順序で、

この問題にちゃんと対応をされていくのかという

ことの計画を、あれば聞かせてほしいと思うんです。 
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○委員長（西田  真） どうぞ。 

○出石振興局長（榮木 雅一） 先ほども触れました。

この辞退届を受けまして、引き続き施設として存続

をという形をやっぱり求めていきたいなというふ

うに、私は思っております。ただ、いろんな視点が

あると思うんです。市民の皆さん、市民の利用もご

ざいました。そして、市のこともございますので、

いろんな視点を加味しながら、いろんなどんな形が

望ましいのかいうことも今後含めて検討していか

なければならないのかなと。いずれにしましても、

存続できるような形で結論が至ればなというふう

には思っております。以上です。 

○委員長（西田  真） 奥村委員、どうぞ。 

○委員（奥村 忠俊） 形はね、これからどうなるか

やっぱりいろいろあると思うんですけども、苦労し

て掘り当てて、経営してきたというような経過が載

ってますけども、そういう点では、今は福住の人た

ちが、我々はお返ししますと、指定管理を、言うて

おられますけども、当局側のほうの姿勢として、そ

んなことやったらどないなりますだいうようなこ

とをひとついうようなことはちょっとないように

してもらって、何とか継続ができるようなことを考

えて、やっぱり続けてもらいたいと思って、先はわ

かりませんで、それは。そうしないと、大きな元気

を失ってしまうようなことになれへんかと思うん

です、これはね。その点ひとつぜひ市長にも動いて

もらって、どうしても出石のほうがこれにある程度

かかわっていかな仕方ないわけですから、そういう

気持ちで、ぜひとも再建できるように頑張ってほし

いと思うんですけど。 

○出石振興局長（榮木 雅一） お言葉ありがとうご

ざいます。 

 いずれにしましても、現在検討中ということでし

か申し上げにくい状況でありますことをご理解の

上で、お言葉を頂戴しながら進めてまいりたいと思

います。 

 ただ、地元からの辞退申し入れということがござ

いましたので、改めてそういう状況も踏まえながら

もよりよい施設の存続、最終的には、それに向けて

なるならないとは別に、そこに向けて検討を進めて

いけたらなというふうに私は思っておりますので、

ご理解いただけたらと思います。 

○委員長（西田  真） 奥村委員。 

○委員（奥村 忠俊） これまで経過見てね、合併し

て以降、いろんなところの温泉が窮地に救われたけ

れども、何とか市のほうの応援で頑張ってきてます

わね、今、そういう経過もあるので、その点もよく

踏まえて、ひとつ頑張ってもらいたい。引き続きお

願いしときます。 

○委員長（西田  真） 答弁よろしいか。 

○委員（奥村 忠俊） よろしい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。よろ

しいですね。 

 それでは、この件はこの程度にとどめたいと思い

ます。 

 出石振興局の職員の方は退席していただいて結

構です。お疲れさまでした。 

 暫時休憩します。再開は１時４０分。 

午後０時３８分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後１時４０分 分科会再開 

○分科会長（西田  真） それでは、休憩前に引き

続き建設経済分科会を再開いたします。 

 次に、報告第４号、報告第５号、第６０号議案に

対する当分科会の意見、要望として、予算決算委員

会に報告すべき内容について協議いただきたいと

思います。 

 委員の皆さんからの提案について、分科会意見、

要望とすべきか協議を行いたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

 どなたからでもどうぞ。 

○副分科会長（福田 嗣久） 報告５号。補正予算。 

○委員（奥村 忠俊） 委員長、予算でしたな。 

○分科会長（西田  真） はい。 

○副分科会長（福田 嗣久） 予算の委員会意見か。 

○分科会長（西田  真） そうそう。いやいや、今

はあれですよ、建設分科会ですよ。 

○副分科会長（福田 嗣久） 分科会いうたら補正予
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算か。 

○分科会長（西田  真） そうです、そうです。 

○副分科会長（福田 嗣久） 何もなかったんちゃう。 

○委員（岡本 昭治） 何もないですよね。 

○分科会長（西田  真） 何もなしでよろしいか。 

○委員（奥村 忠俊） 補正予算か。 

○分科会長（西田  真） そうです、そうです。 

○委員（奥村 忠俊） 専決。 

○副分科会長（福田 嗣久） 専決６号、報告５号、

６０号やったな。難しいこと言いなれへんだったで、

よろしいんちゃいますんか。 

○委員（奥村 忠俊） 特別なかったな。 

○委員（嶋﨑 宏之） 特にな。 

○委員（田中藤一郎） 正副にお任せします。 

○副分科会長（福田 嗣久） いやいや。特別なかっ

たらなかったで。 

○委員（嶋﨑 宏之） 正副に一任。 

○委員（伊藤  仁） 正に一任。 

○副分科会長（福田 嗣久） 正に一任。わかりまし

た。正に一任だって。 

○分科会長（西田  真） 特によろしいか。 

○副分科会長（福田 嗣久） 財源更正のことばっか

りしてね。 

○委員（嶋﨑 宏之） 補正予算あったけど、ほぼ決

算に伴う繰り越しだし。 

○委員（奥村 忠俊） 当初予算でようけ金がある言

うたってな、今度全部減額して、ほぼそのまま。 

○分科会長（西田  真） いいですか。それでは、

特にありませんので、分科会長に報告すべきは特に

なしということでまとめさせてよろしいでしょう

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） それでは、ご異議なしと

認め、そのように決定しました。 

 ここで、建設経済分科会を閉会します。 

午後１時４５分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後１時４５分 委員会再開 

○委員長（西田  真） ここで、建設経済委員会を

再開いたします。 

 次に、当委員会の意見、要望について協議いただ

きたいと思います。委員の皆さんからの提案につい

て、委員会意見、要望とすべきか協議を行いたいと

思います。よろしくお願いします。 

 どなたからでも結構です。 

○委員（嶋﨑 宏之） やっぱりこれは何もなしじゃ

いかんで。 

○委員（奥村 忠俊） 別に、委員長、意見つけんで

もよろしいんですけどね。当初予算のときにな、地

方交付税を超えるみたいな、３億円ってここに書い

てあるんですけども、そんなん置いといてね、そし

て足らんからいって基金を崩して今回戻しとるん

です、みんなね。何か。 

○副委員長（福田 嗣久） どこで見たらわかります。 

○委員（岡本 昭治） 何ページ。 

○副委員長（福田 嗣久） 今の補正予算のどこで見

たら。 

○委員（奥村 忠俊） 補正予算の１６ページのとこ

ろ見たらね。 

○副委員長（福田 嗣久） 補正予算の１６ページ。 

○委員（奥村 忠俊） いや、別に書かんでもよろし

いんやで、僕の思いだけちょっと述べさせてもらえ

たら。 

 これ一覧表がありましょう、歳入予算補正、これ

で当初予算のときは基金を取り崩さんかったらね、

予算が組めないって言っとうなった、ほんであれ崩

しました、２億３，０００万円、今度返すんですけ

ども、ところがここに至って、交付税が３億円、今

回それの代替財源として入ってきてますんでね。 

○副委員長（福田 嗣久） はいはい、はいはい。 

○委員（奥村 忠俊） 今度繰入金のところを三角の

２億２，０００万円ほど基金に戻しますわね。そう

いうことを考えたら、何か６月の補正で当初予算は

組んで基金を崩さなんだらでけへんだって言いな

がら、財源がまたあってですな、もとに戻すという

ようなこと、何か策略みたいな気がして仕方がない

けども、そう思ったという意見だけです。 

○副委員長（福田 嗣久） ３０年度の補正予算やで
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なあ。 

○委員（岡本 昭治） そうですね。３０年度。 

○委員（奥村 忠俊） ただ、だけど、今度３１年度、

これについても。 

○委員長（西田  真） 暫時休憩します。 

午後１時４８分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後１時５０分 委員会再開 

○委員長（西田  真） それでは、委員会を再開い

たします。 

 意見として、下水道の算定誤りの件を上げるとい

うことでよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） それでは、ご異議がありま

せんので、案文につきましては、正副委員長に一任

願います。 

 それでは、委員長報告としてそのようにいたしま

すので、よろしくお願いいたします。 

 その次に、懇談会の実施についてを協議したいと

思います。次の懇談会の実施について、事務局より

説明を願います。 

○事務局主幹（小林 昌弘） 懇談会の実施について

です。過去３年前から懇談会、委員会と関係する団

体との懇談会を実施しておりまして、今年度、いつ

懇談会を実施するか、また相手方をどの団体にする

かということをお決めいただきたいと思います。 

 そこに参考ということで、過去の実績を上げてお

ります。昨年、３０年度につきましては、兵庫県中

小企業家同友会北はりま支部と但馬漁業協同組合

で、その前、平成２９年度につきましては、豊岡鞄

協会と豊岡商工会議所、その前、平成２８年度につ

きましては、豊岡市工業会ということになっており

ます。以上です。 

○委員長（西田  真） ありがとうございました。 

 先ほど事務局のほうから説明していただいたと

おりで、過去３年分の実績を報告していただき、プ

リントにも入っておりますので見ていただいて、平

成３１年度はどういうとこにしようかということ

で協議をしていただきたいと思います。 

○委員（嶋﨑 宏之） ちょっとよろしい。 

○委員長（西田  真） 嶋﨑委員、どうぞ。 

○委員（嶋﨑 宏之） ちなみに、これ日付がわかっ

たらちょっと、わかる。いつごろやったっけ。後で。 

○委員長（西田  真） そしたら、後で日付お願い

します。 

○副委員長（福田 嗣久） ６月か、７月ごろやな。 

○委員（奥村 忠俊） 去年２回しましたんでね。 

○委員長（西田  真） 暫時休憩します。 

午後１時５２分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後２時０１分 委員会再開 

○委員長（西田  真） それでは、委員会を再開い

たします。 

 懇談会の相手方ですけど、とりあえず先ほど話が

出ました青年会議所、あるいは建設関係の団体との

懇談会ということで、どちらかというのは正副のほ

うにお任せいただきたいと思いますけど、よろしい

でしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり）よろしくお

願いします。 

 それでは、日程のほうをお願いしたいと思います。 

○委員（伊藤  仁） 候補、候補。 

○委員長（西田  真） 候補は８月の２１、２２、

水、木ぐらいで、皆さんの予定を確認をしていただ

きたいと思います。 

 暫時休憩します。 

午後２時０２分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後２時０３分 委員会再開 

○委員長（西田  真） 委員会を再開いたします。 

 懇談会の日程です。８月の２２日の木曜日、それ

で青年会議所、あるいは建設関係の団体と協議をし

て、時間はその協議の過程で決定させていただきた

いと思いますけど、よろしいでしょうか。（「はい」

と呼ぶ者あり） 

 それでは、関係団体と協議をして、時間が決定後、

皆さんに周知をしますので、懇談会の件はこれで終

わりたいと思います。よろしいですね。（「はい」

と呼ぶ者あり） 
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 続きまして、閉会中の継続調査・審査の申し出に

ついてです。別紙１にありますんで、継続調査に関

する件について、いろいろとお諮りをいただきたい

と思います。 

 議長に対して、所管の調査事項等を閉会中の継続

調査事項として議長に申し出したいと思いますけ

ど、これにご異議はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 その次です。その他ですが、何かご意見等ありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 特にありませんので、その

他はなしということで、よろしくお願いします。 

 ないようでしたら、以上をもちまして建設経済委

員会を閉会いたしたいと思いますけど、よろしいで

しょうか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 それでは、これをもちまして建設経済委員会を閉

会いたします。お疲れさまでした。 

午後２時０５分 委員会閉会 

──────────────────── 

 


